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事業概要 
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1.事業名称

2.幹事校

〒

３．構成機関と実施体制

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22 富山第一ホテル　　　　　　　　　　 富山県

株式会社FECマネージメント 北海道

ＡＮＡクラウンプラザホテル富山

東京都

富山県

有限会社ザ・ライスマウンド 東京都

H１研究所

オフィス アト・ランダム 東京都

関西国際大学 兵庫県

跡見学園女子大学 東京都

ｍ design 富山県

専門学校岡山情報ビジネス学院 岡山県

国際外語・観光・エアライン専門学校 新潟県

学校法人KBC学園インターナショナルリゾートカレッジ 沖縄県

玉川大学 東京都

川村学園女子大学 千葉県

立教大学 東京都

構成機関の名称

学校法人ＫＢＣ学園 沖縄県

公立学校法人高崎経済大学 群馬県

都道府県名

学校法人浦山学園　 富山県

富山県における中核的ホテルマン育成と単位互換制度の構築

所 在 地
939-0341

富山県射水市三ケ613

法 人 名 学校法人　浦山学園

学 校 名 富山情報ビジネス専門学校

（１）構成機関

学校法人麻生塾 福岡県

早稲田大学 東京都

跡見学園女子大学 米国

成城大学 東京都
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23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

（２）ワーキングチーム

1 学校法人浦山学園

2 富山情報ビジネス専門学校

3 川村学園女子大学

4 オフィス アト・ランダム

5 ＡＮＡクラウンプラザホテル富山

6 富山第一ホテル

7 ホテルニューオータニ高岡

8 フォーエバー株式会社

9 富山県観光・地域振興局

構成機関の名称

独立行政法人国際観光振興機構（JNTO） 東京都

富山県

富山県

富山県

富山県

富山県

埼玉県

富山県

University of Makati フィリピン

Americam Councils 米国

東京都

評価・検証委員会

都道府県名

富山県

株式会社吉善 東京都

特定非営利活動法人関西アジア太平洋共生機構 東京都

株式会社パソナ 東京都

社団法人日本ホテル協会 東京都

株式会社グローバルビジネス戦略総合研究所 東京都

富山県観光・地域振興局 富山県

フォーエバー株式会社 富山県

ホテルニューオータニ高岡 富山県
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1 富山情報ビジネス専門学校

2 川村学園女子大学

3 関西国際大学

4 跡見学園女子大学

5 インターナショナルリゾートカレッジ

6 成城大学

7 オフィス アト・ランダム

8 有限会社ザ・ライスマウンド

9 株式会社FECマネージメント

10 フォーエバー株式会社

11 ＡＮＡクラウンプラザホテル富山

12 Ｈ１研究所　

1 学校法人浦山学園

2 富山情報ビジネス専門学校

3 公立学校法人高崎経済大学

4 立教大学

5 早稲田大学

6 玉川大学

7 専門学校岡山情報ビジネス学院

8 国際外語・観光・エアライン専門学校

9 学校法人麻生塾

10 インターナショナルリゾートカレッジ

11 ｍ design

12 株式会社グローバルビジネス戦略総合研究所

13 San Francisco State University

14 Americam Councils

15 University of Makati

16 独立行政法人国際観光振興機構（JNTO）

17 株式会社グローバルビジネス戦略総合研究所

18 (株) パソナ

19 (株) 吉善

20 フリーランス通訳

21 特定非営利活動法人関西アジア太平洋共生機構

所属・職名

所属・職名

東京都

神奈川県

東京都

福岡県

東京都

兵庫県

フィリピン

東京都

東京都

岡山県

東京都

東京都

米国

米国

富山県

沖縄県

北海道

東京都

東京都

埼玉県

東京都

沖縄県

東京都

東京都

富山県

都道府県名

教育カリキュラム分科会

東京都

東京都

単位互換・外国語コミュニケーション分科会

富山県

富山県

富山県

新潟県

都道府県名

富山県

群馬県
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（３）事業の実施体制図

ホテルマン育成事業 実施委員会 

 調査開発委員会 

・大学・専修学校・ホテル関連企業とのコーディネート 
・国内、海外のホテルや教育機関との各種調査の連絡調整 
・各種調査内容、結果の精査、監修 
・教育指針、カリキュラムの精査、監修 
・単位互換ガイドラインの精査、監修 
・産学連携インターンシップ標準コース・評価指標の精査、監修 
・成果報告会実施 

事務局 

・委員等との連絡調整、出欠管理 
・資料等準備 
・謝金、旅費出金管理 

 ・評価・検証委員会 

・調査・開発分科会で行われている調査・ 
 開発内容を富山県にて実証。 
・実証結果の検討および導入検討 

教育カリキュラム分科会 

単位互換・外国語コミュ

ニケーション分科会分科

カリキュラム編成表およびカリキュラ

ム・シラバスの作成／自発的インターン

シップモデルの作成 

・各分科会で行われている調査・開発

内 

・ホテル等の宿泊業関連の学校におけ

る海外単位互換に関する検討会の実

施し、次年度以降のフィリピン、アメリカ

等における単位互換実施に向けての

枠組みづくりのための調査および単位

互換実施の際に求められる外国語コ

6



４．事業の内容

（１）事業の目的・概要

（２）事業の実施意義や必要性について

　富山県は、平成２０年７月に東海北陸道が全面開通したほか、平成２４年には、富山―台北便の
就航、さらに平成２６年度の北陸新幹線開業に向け、観光客誘客のための条件が充実しつつある。
そんな中、富山県としては、地域をあげ文化的･社会的･経済的特性を生かし、国内外からの観光
客やビジネス客の誘致を行うとともに、人材育成等により観光関連事業の振興を図り、県内観光事
業者の受入意識の向上や、おもてなし理解、さらに外国語によるコミュニケーション力の向上等受
入体制の充実強化が必要とされる。
　このため、本事業は、平成25年度の「成長分野における中核的人材養成等の戦略的推進事業」
観光分野／コンソーシアム・職域の事業成果を引き継ぎ、富山県における中核的ホテルマン育成
の教育指針およびカリキュラムを完成させ、実証する。
　また、大学と専門学校の強みを生かした大専連携単位互換ガイドラインおよび産学連携で行われ
るインターンシップについては、本プロジェクトに参画している大学・専門学校で導入し、教育内容・
評価基準の精査をするとともに企業への普及を図る。また、自発的インターンシップモデルコースの
開発とコースのラインナップの充実を図る。
　なお、昨年度、調査・研究を行ったコンシェルジュ育成について、２６年度は本事業と切り離し、「日
本型高品位サービス」についてテーマを変更し、宿泊業が提案できる高品位サービスのあり方につ
いて検討する。

① 当該分野における人材需要等の状況、それを踏まえた事業の実施意義

　観光庁から発表されている、平成24年1～12月までの宿泊旅行統計調査によると、平成24年度の
延べ宿泊者数は、3億5,962万人泊（対前年比6.1％増）、うち富山県への宿泊者数は2,799千人（前
年比4.4％）で全国第38位であった。
　

　

　

【富山県観光課調べ】 

【富山県内の主要宿泊施設における外国人宿泊者数】（H24） 

【富山県観光客入込数の推移】 

【富山県観光課調べ】 
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　平成24年度の富山県観光客入込数は、東日本大震災の影響等で自粛していたイベントの再開や
新しい観光施設等のオープンにより27,587千人となり対前年比6.3％増であった。また、外国人宿泊
者数は81千人で対前年比37.9％増であった。「富山県観光客入込数の推移」から平成25年度以降
はさらに、富山県への入込数増加が見込まれる。

　また、平成26年度の新幹線開業によっても、富山県への入込数増加が見込まれる。日本製作投
資銀行の「北陸新幹線開業による富山県内への経済波及効果」資料によると、富山県への首都圏
からの入込数は、22.7％増加するとしている。（観光23.3％・・・約106千人／年：「全国幹線旅客純流
動調査」ベース、ビジネス21.6％・・・約106千人／年）
　　しかし、富山県への観光客・ビジネス客、外国人観光客増加が見込まれる一方で、宿泊施設の
拡充が追いつかない、また、ホテル・旅館等施設における職員の絶対数が足りないという現状があ
る。

　今後、富山県においては、観光客・ビジネス客、外国人観光客を受入るだけのホテル・旅館等の
宿泊場所の確保、宿泊業に携わる職員数確保はもちろんのこと、グローバル対応できる職員を早
期に育成することが喫緊となっている。
　また、ビジネス客・観光客、訪日外国人旅行者が安心して快適に、移動・滞在・観光することがで
きる環境を提供し、訪日外国人旅行者の訪問を促進するとともに、満足度を高め、リピーターの増
加を図ることを目指しているところであり、産学官が連携し、積極的に人材育成に取り組む必要が
ある。

②取組が求められている状況、本事業により推進する必要性
平成２６年度末の北陸新幹線開業に向けて、本県が観光客から「選ばれ続ける観光地」となるた
め、本県観光の未来を担う人材の育成をめざし、平成２３年６月から「とやま観光未来創造塾」がス
タートしている。観光旅行の形態が団体旅行から個人旅行にシフトするとともに、求められるサービ
スも多様化・高度化しており、観光客と接する機会は、ホテル・旅館はもちろんのこと、旅先の飲食
店や土産物店、タクシーやバス等の交通機関、商店街等様々な場面に拡がっている。北陸新幹線
の開業により、北陸地域に多くの観光客が訪れることが期待される一方で、観光地を巡る地域間競
争が激化することが見込まれることから、本県が「選ばれ続ける観光地」となるためには、観光・ホ
テル事業者等の「おもてなし力」向上、英語をはじめとした外国語コミュニケーション力向上、「企画
提案力」を向上させ、ビジネス客・観光客の満足を高める必要がある。

また富山県は、現在、旅行会社の商品プラン策定において、コースを組む際「北陸」を単位とするこ
とが多く、観光都市である「金沢」に比べ、観光としての「富山」というブランドの認知度は依然として
低いと考えられる。観光商品といえば「観光＋ショッピング＋食」であるが、「富山旅行」という商品
が旅行会社にないというのが現状である。富山県の観光地といえば立山黒部アルペンルートや黒
部峡谷、五箇山が有名であるが、単独の観光ブランドとしての認知度は低く、観光資源を「商品化」
できていないといえる。また、時期も春・秋と季節も限られており、夏・冬時期の観光も数少ないと言
える。
　富山県としては、この観光資源が一部地域やある時期、ある季節に限定されたり、一過性のもの
とならぬよう、県内隅々までかつ継続的に拡げる取組が関係各位には求められている。

以上の点から、本職域事業においては、以下の項目を実行する。

○富山県における中核的ホテルマン育成指針、教育カリキュラムや達成度評価基準カリキュラム編
成表（時間・単位）、シラバスの作成を行う。

○インターンシップ
　学生が自発的に実施できるインターンシップモデルコースの開発・設計および結果の検証を行う。

○単位互換・外国語コミュニケーション
ホテル等の宿泊業関連の学校における海外単位互換に関する検討会の実施し、次年度以降のフィ
リピン、アメリカ等における単位互換実施に向けての枠組みづくりのための調査および単位互換実
施の際に求められる外国語コミュニケーション力の調査
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（３）事業の成果目標

期待される活動指標(アウトプット)・成果目標及び成果実績(アウトカム)

■成果目標
○富山県における中核的ホテルマン育成指針、教育カリキュラムや達成度評価基準カリキュラム編
成表（時間・単位）、シラバス
○インターンシップモデルコース（短期、中期）
○海外との単位互換のための文献調査、事例収集調査
○海外との単位互換のための検討会の実施
○海外の留学・研修プログラムのヒアリング調査および文献調査
○単位互換を実施する上で求められる外国語コミュニケーション力
　の調査、また実施方法等課題を明らかにする。

■成果実績
○中核的ホテルマン育成指針等は次年度より当校に導入予定
○短期・中期のインターンシップをそれぞれ大学・専門学校生２０人程度により実施。積極的にホテ
ル対して企画を持ち込むことのできる者の育成を図る
○自発的インターンシップモデルコースは、平成27年度に女性の学び直しモデルにカスタマイズ予
定。
○海外の学校と本プロジェクトに参画している学校との間での単位互換を実現するための枠組み
作りのための調査し、単位互換実施方法等課題を明らかにする。また、その結果を踏まえ、次年度
教育モデル（e-learning）を 　製作する。
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（４）事業の実施内容

①　調査等

○自発的インターンシップモデルの策定のための文献研究
　①大学・専門学校におけるインターンシップの文献研究
　②マネジメント人材養成に成功している他産業のインターンシップ研究（文献研究）
　 　目的：大学・専門学校のホテルでの中核的人材育成に効果的なインターンシップモデル
       　　　 策定のための文献調査・研究
　　 実施：ホテル／過去のインターンシップ受入の形態と意義、課題、要望
　　　　　　大学／過去インターンシップの形態と目的、課題、要望

○自発的インターンシップモデルの策定のためのアンケート調査
　　目的：大学・専門学校のホテルでの中核的人材育成に効果的なインターンシップモデル
            策定のための調査
　　規模：観光・ホテルの学科、コースを設置している大学・専門学校　300校
　　手法：アンケート調査
　　実施：ホテル／過去のインターンシップ受入の形態と意義、課題、要望
　　　　　　大学／過去インターンシップの形態と目的、課題、要望（賃金も含む）
　　　　　　米国大学・専門学校／インターンシップの形態と意義、目的

○ホテル等の宿泊業関連の学校における海外単位互換に関する検討会の実施
　　　目的：ホテル等の宿泊業関連の学校における海外単位互換について検討
　　　規模：平成26年の職域事業に関わる大学・専門学校
　　　手法：検討会の実施

○海外との単位互換のための検討会および事例収集調査
　　　目的：海外との単位互換のための課題、要望、用件等を検討。事例収集
　　　規模：フィリピン、アメリカの高等教育機関
　　　手法：海外検討会の実施

○海外との単位互換のための文献調査、事例収集調査
　　　目的：海外との単位互換のための文献調査、事例収集調査
　　　規模：ヨーロッパ、東南アジア、東アジアで行われている事例収集
　　　手法：文献調査やインターネットから情報収集

○単位互換を実施する上で求めれらる「外国語コミュニケーション力」についてのアンケート調査
　　目的：単位互換を実施する上で求められる外国語コミュニケーション力、課題等を明らかにする
　　規模：フィリピン、アメリカの高等教育機関
　　手法：ヒアリング調査、アンケート調査

○海外の留学・研修プログラムのヒアリング調査および文献調査
　　目的：単位互換を実施する上で求められる外国語コミュニケーション力、課題等を明らかにする
　　規模：フィリピン、アメリカの高等教育機関
　　手法：フィリピンのマカティ―大学へのヒアリング調査、アメリカへの調査、および文献調査
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②　モデルカリキュラム基準、達成度評価、教材等作成

○教育カリキュラム等
　　目的：中核的ホテルマン育成指針、教育カリキュラムや達成度評価基準カリキュラム
　　　　　　編成表（時間・単位）、シラバス
　　実施体制：教育カリキュラム分科会において、昨年度の中核的ホテルマン育成の教育
　　　　　　　　指針およびカリキュラム、評価指標をもとに作成する。

○自発的インターンシップモデルコース
　　目的：自発的にインターンシップに取り組めるための教育モデル作成
　　規模：自発的インターンシップモデル
　　手法：①で行った調査結果をもとに内容を取りまとめる
　　実施体制：教育カリキュラム分科会において調査、分析、結果取りまとめ、コース設計
　　　　　　　　　また、実際に設計されたコースを展開して検証、調整する。

○単位互換の実施をする上で求められる外国語コミュニケーションモデル作成のための調査・検討
　　目的：グローバル人材を育てるため「外国語コミュニケーション」モデル作成のための調査
　　規模：外国語コミュニケーションモデル作成
　　手法：①で行った調査結果をもとに内容を取りまとめる
　　実施体制：外国語コミュニケーション分科会において、調査、分析、取りまとめを行う。
　

③　実証講座

○自発的インターンシップモデルの実証
　　目的：自発的インターンシップモデルコースの実証
　　対象：大学・専門学校の学生
　　規模：川村学園女子大学　学生２名、富山情報ビジネス専門学校　学生16名
　　時期：短期モデルコース／8月、中期モデルコース／1月
　　実施方法：短期／8月・・・座学研修（6時間／1日3時間×2日）、実習2週間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　モデルコース開発者による実習先訪問2回（富山）
　　　　　　　　　長期／1月・・・座学研修（6時間／1日3時間×2日）、実習4週間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　モデルコース開発者による実習先訪問4回（富山）
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（5）事業終了後の方針

（事業成果物）
①－１　富山県における中核的ホテルマン育成指針、カリキュラム編成表（時間・単位）、シラバス、
達成度評価基準（100頁　500部）
①ー２　自発的インターンシップモデルコース作成のための調査結果、モデルコース内容、検証報
告書（100頁　500部）
②海外との単位互換のための検討会報告、単位互換事例調査結果（100頁　500部）
③海外との単位互換を実施する上で求められる外国語コミュニケーションモデル作成のための調査
結果

（成果の活用等）
①－１　富山県における中核的ホテルマン育成指針、教育カリキュラム等は、平成28年度から本校
で導入予定
①－２－１　自発的インターンシップモデルコースは、平成27年度から本校および本プロジェクト参
画大学・専門学校にて導入。
①－２－２　自発的インターンシップもデルコースは、平成27年度に女性の学び直しモデルにカスタ
マイズ予定。
②海外大学等との単位互換等の協定や各種契約締結の参考情報として取りまとめ専門学校・大学
などを対象としたセミナー等の実施を検討。
③海外との単位互換を実施する上で求められる外国語コミュニケーション力向上調査結果をもと
に、次年度教育モデルをベースに、e-learning教材を開発する。また、本e-learningを学んだ者に対
し、学校や実際のホテル・旅館等において反転教育を展開する。
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富山県における中核的ホテルマン育成指針 

 

 

Ⅰ.国が行う観光振興 

 平成 23年 12月 24 日に閣議決定された「日本再生の基本計画」では、観光振興の基本的

な考え方として、「国の光を示す“観光”の振興は日本再生に不可欠であり、原発事故に

よる風評被害を乗り越える必要がある。訪日外国人 3,000 万人時代も見据え、官民連携強

化によりオールジャパンの訪日プロモーションを推進し、日本の観光の高付加価値化、ブ

ランド化など、観光立国を推進する。 」としている。その中でも訪日外国人旅行者の増大

に向けた取組みや受入環境水準の向上等を実現するうえで、優秀な人材の確保は我が国再

生のためにも重要な課題として挙げられている。 

  

 また、平成 26年 6月 17日 観光立国推進閣僚会議が発表した『観光立国実現に向けたア

クション・プログラム－「訪日外国人２０００万人時代」に向けて－』では、2020 年まで

に 2000 万人の訪日外国人受け入れを実現するために６つの柱を立て、政府一丸、官民一体

となった取り組を強化することとしている。 

 

以下、『観光立国実現に向けて』より抜粋 

 

観光は、急速な成長を遂げるアジアをはじめとする世界の需要を取り 込むことによって、

日本の力強い経済を取り戻すための柱である。加え て、人口減少・少子高齢化が進展する

中、国内外からの交流人口の拡大 によって地域の活力を維持し、社会を発展させるととも

に、諸外国との 双方向の交流により、国際相互理解を深め、国際社会での日本の地位を 確

固たるものとするためにも、極めて重要な分野である。 昨年、内閣は、力強い日本経済を

立て直すための成長戦略の柱として、 世界に誇る魅力あふれる観光立国の実現に向けて強

力に施策を推進すべく、観光立国推進閣僚会議を立ち上げた。 右会議において決定された

「観光立国実現に向けたアクション・プロ グラム」（平成 25 年６月）の実施に政府一丸、

官民一体となって取り組んだ結果、昨年の訪日外国人旅行者数は約 1036 万人と、前年

(2012 年) の約 836 万人から大きく飛躍し、2003 年のビジット・ジャパン事業開 始以来

の政府目標であった訪日外国人旅行者数年間 1000 万人を史上初めて達成することができ

た。 これにとどまることなく、観光立国推進閣僚会議は、本年１月、総理 の指示を受け、

「2020 年オリンピック・パラリンピック東京大会」の開 催という絶好の機会を捉え、こ

れを追い風として、さらなる観光立国の 推進を図るべく、2020 年に向けて、訪日外国人

旅行者数 2000 万人の高みを目指すこととした。 本アクション・プログラムは、訪日外国

人旅行者数 2000 万人の高み という、これまでとは次元の異なる目標を達成するために必
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要となる施 策を総動員すべく、観光立国推進ワーキングチームが、観光立国推進有 識者

会議のご意見を伺いながら議論を重ね、観光立国推進閣僚会議においてとりまとめたもの

である。 2020 年に向けて、2000 万人の高みを目指すためには、「2020 年オリンピック・

パラリンピック東京大会」の開催という、またとない機会を 活かし、世界の人々を惹きつ

けて、東京のみならず、全国津々浦々に開 催効果を波及させるべく、オリンピック・パラ

リンピック大会開催後も 地域が力強く発展していくためのレガシーを生み出しながら、世

界に通用する魅力ある観光地域づくりを行うことが重要である。また、伝統的 な観光業界

の枠を越えた幅広い担い手を結集して、より科学的なマーケ ティングによって戦略的にイ

ンバウンド施策を展開するほか、訪日旅行 の容易化の鍵となるビザ要件の緩和や、外国人

旅行者の受入環境整備、 外国人ビジネス客の取り込み等、目標達成に必要な環境を徹底的

に整えることが必要である。  

このため、 

① 「2020 年オリンピック・パラリンピック」を見据えた観光振興  

② インバウンドの飛躍的拡大に向けた取組  

③ ビザ要件の緩和など訪日旅行の容易化  

④ 世界に通用する魅力ある観光地域づくり  

⑤ 外国人旅行者の受入環境整備  

⑥ MICE の誘致・開催促進と外国人ビジネス客の取り込み 

の柱を立て、それぞれの分野に存在する隘路を打開するための施策を効果的に講じつつ、

政府一丸、官民一体となった取り組みを強力に進めて いく必要がある。 

 

 

Ⅱ.富山県が行う観光振興 

 富山県は、平成 20 年 7 月に東海北陸道が全面開通したほか、平成 24 年には、富山―台

北便の就航、さらに平成 26年度の北陸新幹線開業に向け、観光客誘客のための条件が充実

しつつある。そんな中、富山県としては、地域をあげ文化的･社会的･経済的特性を生かし、

国内外からの観光客やビジネス客の誘致を行うとともに、人材育成等により観光関連事業

の振興を図り、県内観光事業者の受入意識の向上や、おもてなし理解、さらに外国語によ

るコミュニケーション力の向上等受入体制の充実強化が必要とされる。 

具体的には、「富山県観光振興戦略プラン」（平成 22 年度に策定、現在も継続して実施）

として、観光資源の更なる充実、戦略的 PR活動、地域を挙げてのおもてなし環境の整備、

外国人観光客の誘致促進、コンベンションの誘致促進等につき様々な施策が展開されてい

る。特に外国人観光客誘致に関しては地域振興の重要なカギとして期待が高く、県として

も近年、より具体的な施策を展開し地元観光業のインバウンド対応強化策に取り組んでい

る。 
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Ⅲ．富山県のホテル・旅館の状況 

 本プロジェクトの外国語コミュニケーション分科会が富山県のホテル・旅館を対象とし

て行った訪日外国人受け入れに関するアンケート調査の結果および富山県職員に対するイ

ンタビュー等の結果を基に以下の状況を取りまとめた。 

 

 県として外国人観光客誘致は重要な政策課題であり、現時点では具体的な数値目標は

掲げていないものの、誘致促進へ向けて多様で具体的な取り組みが既に展開されてい

る。 

 

 誘致促進を目指す国・地域としては、台湾、香港を含む東アジア諸国（外国人観光客

の７割以上を占める）への期待は大きいと推察されるが、一方で、よりグローバルに、

多様な国籍を受け入れる体制整備が試みられている。 

 

 インバウンド対応整備へ向け、語学のみならず文化面（異文化理解・コミュニケーシ

ョン）での対応能力が必要とされている。（例：ムスリムおもてなしセミナーの開催、

ホテル・旅館アンケート回答より） 

 

 インバウンド対応整備として、県の施策や各宿泊施設の努力により、外国語による標

識・表示や翻訳等の環境整備は進みつつある一方、個々の施設レベルで見ると充分で

はなく、更に、インバウンド対応できる人材育成（語学力の養成）については、未だ

大きな課題となっている。（ホテル・旅館アンケート結果より） 

 

 富山県のインバウンド受け入れの現状およびアンケート結果から、中国語のできるス

タッフへの需要は高いと言える。一方で、より多様な国籍の観光客を受け入れるため、

英語の必要性は高く認識されている。 

 

 富山県内の宿泊施設について、ホテルのみならず旅館においてもインバウンド整備の

必要性や課題が認識され、対応できる人材が求められている。 

 

 

Ⅳ.富山県における中核的人材育成の概要 

Ⅳ-1.人材育成基本方針 

 本プロジェクトでは、国が示した観光立国実現のためのアクションプランや北陸新幹線

開業、台湾便の就航等といった富山県の観光に関する事情の変化、さらに本プロジェクト

が行った県内ホテル・旅館に対するアンケート調査結果より明らかとなった課題等を踏ま

え、以下の基本方針で人材育成を行うこととした。 
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 日本人旅行者のみならず、訪日外国人旅行者を受け入れるための基礎的な知識や技術

を習得し、それを応用することによって業界発展に貢献できる人材を育成 

 

 知識の向上・意欲の向上・コミュニケーション能力の向上に対して積極的に取り組む

姿勢を醸成し、地域の発展に寄与することができる人材を育成 

 

 

Ⅳ-2.学習到達目標 

 本プロジェクトの人材育成基本方針に則り、(1)知識の向上、(2)意欲の向上、(3)コミュ

ニケーション能力の向上に対して、それぞれの具体的な到達目標を以下のように定めるこ

ととした。 

 

(1).知識の向上 

 ホテル・旅館業界の仕組みを理解し、宿泊・料飲・宴会を中心としたサービスオペ

レーション技能を習得し、マネジメント業務も体系的に理解している。 

 

 海外からのお客様とのコミュニケーションの必要性を理解し、自らが積極的にお客

様に接することができる。 

 

 ホスピタリティ精神を有し、文化や宗教の違いの壁を越えてサービスを提供するこ

とができる。 

 

(2)意欲の向上 

 ホテル・旅館産業が世界経済や社会の流れに連動して成長していることを理解し、

自らの成長が必要不可欠であるという意識を持っている。 

 

 お客様主体の精神に基づき、幅広く業務を遂行する意識を持っている。 

 

(3)コミュニケーション能力の向上 

 お客様主体の精神に基づき、常に傾聴姿勢にて接することができる。 

 

 物事を前向きにとらえるよう努力し、心身共に健康であることができる。 

 

 スタッフ間の連携を目的に、常に報告・連絡・相談を実践できる。 

 

 

20



Ⅳ-3.カリキュラム編成 

(1) カリキュラム編成 

 本プロジェクトにおいてカリキュラムを編成するに当たり、各科目を以下の３通りの科

目群に区分して教育設計を行うこととした。 

 

① 知識系科目 

知識系科目では、ホテルや旅館で実際行われている業務を、宿泊関連科目、飲食

関連科目、イベント関連科目、一般科目に区分し各施設で行われている業務におけ

る基礎知識を押しなべて習得するよう配慮した。 

また、お客様に対するオペレーションのみならず、ホテルマーケティングやマー

チャンダイジングといった科目も配置し、お客様のニーズの把握からサービスの品

揃えといった観点からも必要な知識を習得するよう配慮した。 

さらに、訪日外国人対応知識として、日本の文化を理解し、お客様に伝えること

ができるだけの知識の習得と日本と異なる文化や風習を理解することを目的として

科目を配置することにした。 

 

＜科目例＞ 

ホテル概論、ホテルマーケテイング、ホテルマーチャンダイジング、 

コンシェルジュ論、レストラン・宴会実務、料理の基礎知識、バーラウンジ運営論、 

ブライダル総論、プレゼンテーション等 

 

② 意欲系科目 

 意欲系科目の特徴としてインターンシップについて言及する。インターンシップ

の類型は、キャリアガイダンス型インターンシップ（体験型）とキャリア教育型イ

ンターンシップ（体験型から実践型）が存在する。 

日本で行われている多くのパターンは、キャリアガイダンス型インターンシップ

で、仕事を理解することを目的として行われる。この形式は、企業のメリットが不

明瞭なために消極的な企業が増え、インターンシップ実施数の増加は頭打ち傾向に

ある。 

一方キャリア教育型インターンシップは、企業が行っている事業や業務の一部を

インターンシップ生が担う形式で行われる。この形式は、企業の人材ニーズに基づ

き実践されるため、都市部中心ではあるが普及が加速し始めている。（特定非営利法

人エティック『産学連携によるインターンシップの在り方に関する調査報告書』

（2013）経済産業省 p38参照。） 

本プロジェクトでは、「与えられたものをこなすだけのインターンシップ」から脱

却し、「自ら考え、行動し、学ぶインターンシップ」を目的としたプログラムを開発
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している。このインターンシッププログラムは、キャリア教育型インターンシップ

プログラムであり、学生の積極性、自主性を強化し、意欲のある社員を雇用したい

ホテル・旅館との目的が合致するため、このプログラムをカリキュラムに組み込む

こととした。 

 その他、お客様主体の精神に基づき、幅広く業務を遂行する意識を醸成すること

を目的として各科目を配置した。 

 

＜科目例＞ 

インターンシップ（国内外で実施）、サービス接遇、ホスピタリティ、 

ホテルフロントサービス実務、レストラン・宴会実務、 

料理の基礎知識・バーラウンジ運営等 

 

③ コミュニケーション系科目 

コミュニケーション系科目は２種類の科目群を配置した。１つは語学系科目でお

客様とのコミュニケーションツールとしての外国語を学ぶことであり、他方はオペ

レーション系科目でお客様との接客等を通してコミュニケーションを学ぶ科目であ

る。 

本カリキュラムの編成では、シャイな性格の多い日本人の特性や島国であるがた

めの外国語普及の遅れ、また外国語コミュニケーション分科会の調査により判明し

た中学生・高校生の英語習得のレベルの低さ等を踏まえ、外国語コミュニケーショ

ンについて特に多くの時間を費やすこととした。 

また、前年度および本年度の単位互換制度に関する調査から、海外の教育機関と

の連携した短期留学プログラムもカリキュラムに組み入れた。具体的には日本国内

で 1 年生前期に業務オペレーション（ハウスキーピング、フロントサービスやレス

トランサービス等）を学び、その内容を海外教育機関や海外のホテル等と連携し、

現地（フィリピンを想定）で体験的に学ぶ形式である。 

 

＊海外の教育機関との教育連携、単位認定、単位互換、教員派遣等について現在も

検討している。 

 

＜科目例＞ 

基礎英語、ホテルフロントサービス実務、レストラン・宴会実務、 

料理の基礎知識・バーラウンジ運営、インターンシップ、中国語等 
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              新カリキュラムのシラバス作成について 

 

●新カリキュラムについて 

 

 ・科目数は下記 10 教科 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ※については各校で導入を検討する 

 

【新カリキュラムの狙い】 

新カリキュラムの狙いは、観光活性化に欠かせないインバウンドに対応でき、世界へ目を向けて市場を

求めていくような国際的なホテルパーソンの育成を目指すものです。ですから、国際社会に必要な基礎

知識をベースに、国際マーケティングや MICEなど世界に視野を向けた商品造成をはじめ、パーティー文

化など、国際色豊かな科目を揃えました。 

 また、ホテルの評価がすぐに現れる接遇面を重視し、フロントサービスは接遇と業務と分けて設定。

予約と会計など重要な業務は押さえました。料飲部門は収益の要になるビヴァレッジに重点をおいた内

容となっています。宴会部門も併せて、日本のホテルの得意科目を充分学習し、海外でも日本でも通用

するホテルパーソンの育成を図るものです。 

 加えて、各科目を連携させるべき、できるだけ内容がリンクしないように構成しました。いずれも関

係性をもっているということを認識してもらい、ホテルサービスは総合力であるという理解も進めてい

けたらと考えます。 

 
 
 
 
 
 
 

①A-2 ホテルフロントサービス実務ⅠA（接遇） 

②A-3 ホテルフロントサービス実務ⅠＢ（予約・会計） 

③A-4 ホテルマーケティングⅠA（基礎） 

④A-5 ホテルマーケティングⅠＢ（国際マーケティング） 

⑤A-6 ホテルマーチャンダイジングⅠA（イベント） 

⑥A-7 ホテルマーチャンダイジングⅠＢ（MICE） 

⑦C-6 国際文化理解/外客接遇特論Ⅱ 

⑧D-1 レストラン・宴会実務ⅠA 

⑨D-3 料理の基礎知識・バー・ラウンジ運営論ⅠA 

※⑩E-7 世界のブライダル・パーティー事情ⅡA  
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１、文化的差異（いろんな国の方を理解する）・・国際社会を理解するベース 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２、ホテルの商品（収益をあげる要素）・・ホテルマーケティングをベース 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑦C-6国際
文化理解/
外客接遇
特論Ⅱ 

①A-2ホテル
フロントサー
ビス実務ⅠA
（接遇） 

④A-5ホテル
マーケティン
グⅠＢ（国際
マーケティン

グ） 

⑥A-7ホテル
マーチャンダ
イジングⅠＢ
（MICE） 

⑩E-7世界の
ブライダル・
パーティー事

情ⅡA 

③A-4ホテ
ルマーケテ
ィングⅠA
（基礎） 

④A-5ホテルマ
ーケティング
ⅠＢ（国際マ
ーケティン

グ） 

⑤A-6ホテルマ
ーチャンダイ
ジングⅠA（イ

ベント） 

⑥A-7ホテルマ
ーチャンダイ
ジングⅠＢ
（MICE） 

⑤A-6ホテル
マーチャンダ
イジングⅠA
（イベント） 

⑧D-1レストラ
ン・宴会実務

ⅠA 

⑨D-3料理の基
礎知識・バ
ー・ラウンジ
運営論ⅠA 

⑩E-7世界のブ
ライダル・パ
ーティー事情

ⅡA 

⑤を学習しながら、企画する際、⑧、⑨、

⑩が影響する。ホテルイベントの大半はセ

ットメニュー的な側面があり、館内施設の

特徴を知っておくことも大切。 

またイベントは需要創造型が多く、各施

設の繁閑期（とくに宴会場など）を理解し、

⑩のような情報を得ることで、企画がみつ

かることもある。このような形を一例に科

目間の連携をすすめていく。 

 

③を学習は、④、⑤、⑥に反映していく 

 

⑦をベースに、①、④、⑥、⑩が 

理解しやすくなる。 
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３、接遇を中心としたサービス面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４、運営面について（業務として収益を作り上げる業務について） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①A-2ホテル
フロントサ
ービス実務
ⅠA（接遇） 

⑦C-6国際文化
理解/外客接遇

特論Ⅱ 

⑧D-1レストラ
ン・宴会実務

ⅠA 

⑨D-3料理の基
礎知識・バ
ー・ラウンジ
運営論ⅠA 

ホテルパーソンに求められる接遇の基

本はどの部署でも大差はない。 

従って、①での接遇姿勢は⑦の外客も 

併せて、⑧、⑨に同じサービスの質が求

められることは言うまでもない。 

⑨の料理知識や、バー・ラウンジでのお

酒の知識はサービスの１つである。 

 

 

⑨D-3料理の

基礎知識・バ

ー・ラウンジ

運営論ⅠA 

⑧D-1 レスト

ラン・宴会実

務ⅠA 

 

②A-3 ホテル

フロントサー

ビス実務ⅠＢ

（予約・会計） 

ホテルの基本業務、②宿泊・⑧と⑨で、

宴会・料飲各部門の運営の基本を学習す

る。 
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５、商品創りと館内施設との関係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６、その他 

 
 
ホテルは総合サービスなので、すべてがどこかで関わりあってきます。科目上で比較的関連性がある   

ものを結びつけてみました。常に相互に連携するのだということを意識づけていくことができれば、 

学習の楽しさがわかってくるのではないでしょうか。 
 

⑥A-7ホテル
マーチャンダ
イジングⅠＢ
（MICE） 

①A-2ホテルフ
ロントサービ
ス実務ⅠA（接

遇） 
②A-3ホテルフ
ロントサービ
ス実務ⅠＢ
（予約・会

計） 

③A-4ホテルマ
ーケティング
ⅠA（基礎） 

④A-5ホテルマ
ーケティング
ⅠＢ（国際マ
ーケティン

グ） 

⑤A-6ホテルマ
ーチャンダイ
ジングⅠA（イ

ベント） 

⑦C-6国際文化
理解/外客接遇

特論Ⅱ 

⑧D-1レストラ
ン・宴会実務

ⅠA 

⑨D-3料理の基
礎知識・バ
ー・ラウンジ
運営論ⅠA 

⑩E-7世界のブ
ライダル・パ
ーティー事情

ⅡA 

大型需要である MICEはほぼすべて 

にわたっての知識が必要となる。 

知る 

（学習する） 
理解する 実践できる 
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単位互換プログラム作成のための 
調査報告（アメリカ） 
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平成２６年度文部科学省                                     

成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進事業 

 

事業名称「富山県における中核的ホテルマン育成と単位互換制度の構築」 

 

 

 

報告書 

単位互換プログラム作成のための調査 

                         （アメリカ） 
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単位互換プログラム 実施に向けた調査報告 

イントロダクション 

2013年秋に行われたホスピタリティと観光マネージメントの教育プログラムの視察に続いて、American 
Councilsは2016年の実施を目標としたサンフランシスコ州立大学（SFSU）とモントレー・ペニンシュラ・カレッ
ジ（MPC）での、日本人留学生の教育プログラムの実施について調査をした。ここでは、SFSUとMPCにおいて
日本人留学生に対する教育プログラム開発がどの程度可能かを報告する。ここで示される情報は、ホスピタリテ
ィと観光マネージメントを学んでいる日本人学生向けの特別プログラムを開発することについてSFSUとMPCの担
当者と行った初期段階のディスカッションである。 
両校とも本プロジェクトと提携し、日本人留学生に対する教育プログラムの開発について関心を示した。また、特
別プログラムの新設、本プロジェクトが希望するカリキュラムに沿った適切なプロフラムの開発について前向きな態
度であった。  
本プロジェクトによる日本人学生のためのプログラムの最終目標や結果について、両学校から即座に幾つかの質
問が寄せられた。これらは両学校が日本人学生にとって最も適したカリキュラムを設定するうえで必要な情報とな
る。 
質問には下記が挙げられた。 
 USでの教育プログラムの目的は？ 
 アメリカ滞在中の学生の学習内容として、ホスピタリティ/観光マネージメントコースのどの分野に興味がある

のか（例：キッチンやホテル、カスタマーサービスやその他の特定の分野など） 
 日本人学生がこのプログラムで学んだ結果としてどういった職種につきたいのか（例：マネージャや管理職

など） 
 日本人学生がアメリカでの学習中に、どのレベルの専門知識を身に着けたいか？すなわち、このプログラムを

学習しどのレベルの能力を身に着けることを期待しているか。（ホスピタリティ・観光分野と英語の学習両面
において） 

 日本人留学生がアメリカで勉強するにあたり、事前準備プログラムは行われるのか。 
 全生徒は同じ学習レベルの学生かどうか。 
 
上記の質問の回答は本プロジェクトからの学生に対する特別プログラムを開発するうえで有効である。  
既に記したとおり、SFSUとMPCは初期のディスカッションにおいて日本人留学生に対するプログラム開発に関心
を示している。協議を進めるにあたり、2校における時間軸が異なってくる可能性を認識しておく必要がある。
SFSUは本プロジェクトと特別プログラム開発についてすぐにでも協議をスタートする準備があり、既に（下記に記
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す通り）幾つかの推奨コースの提案をしている。その一方で、昨年訪問後、MPCでは大学組織首脳陣の交代
があった。その結果、本プロジェクトのことをあまり知らず、これまでの関係を知らない担当者とこの新しいホスピタリ
ティプログラム開発を協議することになり、関係構築から始めることが必要となる。MPCにおいては、すべての新し
いカリキュラムやプログラムは承認プロセスを経る必要があり、時間が掛かかってくる。その結果として、MPCではプ
ログラム開発全般において本プロジェクトからの学生受け入れには、時間が掛かると思われる。  

サンフランシスコ州立大学（SFSU） 

担当者： Dr. Colin Johnson, Chair and Professor, Hospitality and Tourism 
Management, College of Business  
Johnson氏は本プロジェクトと協力しSFSUでのホスピタリティと観光マネージメント分野における集中講座の開
発にとても興味を示しており、2016年のコースに向けもっと詳細な協議をすぐにでも行う用意がある。彼によると、
3か月、6か月、9か月、1年とこちらが考える目的や最終目標（上記に示された質問の通り）に沿った形でプロ
グラムを構築が可能としている。  
Johnson氏は本プロジェクトから昨年の秋に訪問があった後、東京の明治大学、横浜の学院大学からもSFSU
とのプログラム開発の可否について問い合わせを受けたという。 

プログラムモデル 

Johnson氏は本プロジェクトが希望する１学期に生徒が英語とホスピタリティーコースを学び、また同時に短期
のインターシッププログラムに参加するプログラムを開発することもできるだろうと説明をした。但し、このプログラムモ
デルはとても範囲の限定されたもので、食品、サービス、ホテルやその他のどの分野においても、基礎入門の学習
に留まるだろうと助言をした。Johnson氏は１学期という限られた期間においては、生徒が学習できるのは４コ
ースのみになるだろうとした。また、生徒が、語学やアメリカの教育システム、アメリカの文化の相違に適応するには
時間が必要なことから、1学期間の短期間に望ましいとされる知識を吸収することは難しいだろうと付け加えた。  

推奨のプログラムモデル代案 

代案として、Johnson氏はSFSUが日本人学生に対し、2学期間と1インターシップを含むcertificate 
program の開発を提案した。学生はこのプログラムを2016年の秋からスタートし、2016年の春学期で終了
し、2016年の夏にインターシップに参加するというものだ。または、2016年の春からスタートし、2016年夏にイン
ターシップを行い、2016年の秋学期でプログラムを終了するというものである。 
検討案として提示のあったSFSUホスピタリティ＆観光マネージメント学科（HTM）Certificate には下記のコ
ースが含まれる（１学期あたり４コースとなる） 
 
2016年春学期 
• HTM 110 ホスピタリティ＆観光マネージメント入門  （３単位） 
• HTM 352 フード、商品、サービス  （３単位） 
• HTM 561 ホテルオペレーション・マネージメント  （３単位） 
• HTM 578 HTM セールス・マーケティング  （３単位） 
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• HTM 515 ホスピタリティー・マネージメントインターンシップ （３単位・夏に実施） 
 
2016年秋学期（下記より４コースを選択）： 
• HTM 421 カリフォルニアにおける食品、ワインと文化 （３単位） 
• HTM 425 国際ツーリズムビジネス （３単位） 
• HTM 448 食品購買と生産マネージメント （３単位） 
• HTM 560 ホスピタリティ人材マネージメント （３単位） 
• HTM 576 ホテル・コンベンションサービスマネージメント （３単位） 
 
※それぞれのコースの詳細については別添資料1の4を参照のこと。 
 
上記のHTM学部向けCertificate Program の要件を満たし、プログラムを終了後には、サンフランシスコ州立
大学の名前の修了証が生徒には授与される。昨年の視察において行われた話し合いの中でも、特別コースを
設定には、生徒数の多いほうが、授業料も割安になるという話があった。このタイプのプログラムでは１クラス10か
ら15名の生徒が平均的なクラスのサイズである。  

英語能力要件 

特別（Certificate）プログラムにおける英語能力の要件はSFSUに入学する通常の英語能力と同じレベルが
必要とされる。（別添2質問事項を参照）生徒はホスピタリティ/観光マネージメントコースを受講するにあたり、
基礎レベルの英語力が必要となる。 
通常では、SFSUのホスピタリティ/観光マネージメントコースと同時に英語のコースは設定されていないが、もし本
プロジェクトが日本人学生のために英語の授業を特別に希望するのであれば、英語のクラスを追加することも可
能である。追加の英語クラスを希望する場合は、日本人留学生に学期開始前に“ブートキャンプ”タイプの英語
プログラムを行うこともできる。また、ホスピタリティマネージメント業界の英語も学習コースに含めることも可能であ
る。Johnson氏は現在カスタマイズプログラムに追加可能な英語クラスについて模索しており、これについては情
報があり次第、本プロジェクトに返答することになっている。  
SFSU授業とは別にESLの集中（英語）プログラムなど幾つか選択肢もある。The American Language 
Institute (ALI) がSFSUのキャンパス内にあり、大学入学準備やアカデミックな学習に重点をおいたフルタイム
の英語講座を開設している。SFSUのESLプログラムも同様にALIで行われている。SFSUに入学許可されても
TOEFLで十分なスコアのない留学生はALIに入学し、SFSUの学位クラスに入学許可される前に、最低１学
期間は集中講座を受講し、ある一定レベルの英語能力を身に着ける必要がある。更に、SFSUでは生徒支援
のために、英語チューターセンターを開設している。このセンターでは、英語クラスに入学している生徒や、ESLのク
ラスを取っているSFSUの生徒がチューターのサービスを受けることが出来る。英語クラスを受講していない生徒は
このセンターのサービスを受けることは出来ない。 

インターンシップ 

SFSUでは大学のマリオット就職プログラムと連携することで、日本人学生のインターショップの可能性を検討して
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いる。Johnson先生は日本人留学生が適応しやすいホテル日航といったホテルで検討したほうがよいかもしれな
いと指摘した。インターシップの期間は本プロジェクトが希望する到達目標によって決定することになる。彼は、4
週間から6週間の期間を提案した。インターシップでの研修内容については今後のSFSUと今後協議する必要が
あり、内容によっては、通常のインターシップというものから、単純な職業体験にとどまるだろう。  

サンフランシスコ州立大学観光経営学部（HTM）概要 

サンフランシスコ州立大学観光経営学部(HTM)はビジネス学部の中にあり、学生はホテル経営、飲食＆レスト
ラン経営、コンベンション＆イベント管理、その他ホスピタリティ管理のエリアで、専門的で様々な分野またがるコー
スやインターンシップに加え、会計、経済、情報システム、マーケティング＆マネージメントにおけるビジネスの共通
コア科目を全域にわたり学習できる。学生はHTMプログラムの厳しい教科科目で学習し、業界専門家からの直
接指導、頻繁なインターンシップを経験し、ベイ・エリアのホスピタリティ企業に就職する。 
HTMプログラムの学生は、調理関連のプログラムより、ホスピタリティ＆ホテルマネージメントに対する関心がより
高い。  
HTMでは、企業経営のBachelor of Science学位を取得することができ、急速に発展するホスピタリティ業界

のダイナミズムに不可欠な役割を果たしている。学生は、複雑で多様なホスピタリティ企業の経営のための専門

性が高く需要も大きいプロフェッショナルを目指す 6 つの学科から選択できる。すなわち、ホテル運営管理、レスト

ランおよびケータリング経営、会議およびイベント経営、国際観光、ホスピタリティ企業経営、ホスピタリティ労務管

理である。 

SFSU で Bachelor of Science 学位が認定される観光経営学部の使命は、急成長している多様なホスピタ

リティ/観光業界にプロフェッショナルなマネージャおよびリーダーを供給するすぐれた学習および教育の環境を提供

することにある。この課程で学生は事業の基礎を構築し、プロフェッショナルなホスピタリティ管理を学び、ホテル運

営管理、レストランおよびケータリング経営、会議およびイベント経営、国際観光経営、ホスピタリティ企業経営、

ホスピタリティ労務管理、特殊ホスピタリティ管理などを学習する。この学部ではできる限り学生をホスピタリティ業

界のリーダーに接触させて就職の機会を設けているほか、定評のある企業とのイベントを学生主導で企画してい

る。 

モントレー・ペニンシュラ・カレッジ (MPC)  

担当者: Alethea DeSoto,  
International Student Program Director and Student Success Coordinator  
留学生向けプログラムディレクター、学生サクセスコーディネーター 
当時、Student serviceの副担当長（暫定）のMarty Johnson 氏により昨年の視察の手配が行われた
が、その後大学では首脳陣の人事異動があった。Marty Johnson 氏の後任として、Student serviceの副
担当長（暫定）にはLarry Walker が着任した。この異動によりプログラム開発についても、協議が必要とな
り、今後話を進めるにあたり、本プロジェクトからMPCに対して、幾つか確約をすることが必要となった。Alethea 
DeSoto氏はホスピタリティと英語教育の教員を集め、日本人学生向けの可能なプログラム案や構築について、 
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話し合いを行った。彼らは本プロジェクトとの提携には興味を示しているが、導入部分で紹介したような多くの事
項について質問が出た他、こういったプログラム開発には時間が掛かるだろうとした。彼らは今年の講義をちょうど
終了したところで、来年の2月まで大学に戻らず、追加の協議についてはそれ以降となる。更に、MPCは今後更
に情報交換をし、プログラム開発のためにスタッフの時間を費やす前に、本プロジェクトと覚書を交わすことを要望
している。 

プログラムモデル 

MPCは2016年秋にスタートする日本人学生向けのカリキュラムを今から開発することは可能であるとしている。
これは、MPC側でカリキュラム承認を行うための時間を考慮したものである。パートナーシップの提携により、MPC
では日本人学生のためのプログラム開発にあたり、パートナーシップの提携が必要としている。このようなプログラム
の１クラスあたりの人数は、最低が15名、最大が25名である。MPCは本プロジェクトや日本人学生のニーズを
満たすプログラム構築に対して前向きである。  
昨年の視察でも確認した通り、MPCのホスピタリティ課程はDepartment of Family and Consumer 
SciencesのLife Sciences Divisionで実施されており、ホスピタリティ経営、ホスピタリティ運用、レストラン経
営、ベーキングおよびペーストリー、調理およびホスピタリティ管理の認定を取得できる。日本人学生にあったプロ
グラムをデザインするにあたり、MPCのスタッフはコースの特徴やどのような学習を希望するかを確認したいと考えて
いる。MPC側は既にあるコースを使い今回日本人向けにプログラム開発をすることを強く希望している。そのため、
このプログラム（名前は上記記したとおり）と講義内容（別添3に概要が記載されているもの）を本プロジェクト
が精査し、日本人学生が学習するカリキュラムを選択することを希望している。その後、MPCでは、本プロジェクト
が学生のアメリカ滞在中に何を習得するか希望する内容を基に特別プログラムを開発する予定である。MPCは、
早い段階でスケジュールとゴール設定を行い、スケジュール通り最終目的に到達できるよう段階を踏んでいくため
の要素としたいと考えている。  
MPCは15～25名の生徒向けのパイロットプログラム構築のため、本プロジェクトと協力したいと考えている。初年
度においては、調整事項について確認をし、翌年、居住やそのほかの関連事項がクリアになれば２名の学生を
試験的に受け入れることが出来るかもしれない。MPCスタッフは日本人学生がキャンパスにおいてアメリカ人学生
と交流する機会もあると述べていた。またプログラムに学生メンターが加わることや、学生メンターと留学生とのマッ
チングの可能性についても提案を行った。  

英語能力要件 

MPC入学にはTOEFL450点以上、またはIELTSスコア5が必要な英語の能力としている。それに満たない生
徒は学位プログラムを始める前に英語能力を上達させるためにESLプログラムをまず受講する。（詳細について
は、別添４を参照）パートナー提携により、MPCのESLは日本人留学生のためのコースを設置する。（すべて
の学生が同じ英語レベルであると仮定する）MPCはまた、業界での就職を考える生徒のために、ホスピタリティ
業界に関連する英語をサポートするためのコースを構築することも可能としている。学生がどのレベルの英語からプ
ログラムをスタートしたいかについて質問が出た。また、アメリカで学習する前に、（例えば、中級レベルの英語に
到達するよう）日本においても準備学習がされるのかどうか知りたいと考えている。  
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インターンシップ 

日本人学生のインターンシッププログラムの開発についてはまだ今後の検討課題としている。MPCスタッフからも過
去の留学生のインターシップでの課題について質問が挙がった。留学生はインターンシップの前にMPCで丸2学期
間の学習を修了している必要があると、去年の視察の際にも話があった。これについてもMPCスタッフと更なる協
議が必要である。  

MPCの概要 

MPCは、高水準の教育プログラム、施設、サービスを提供して学生の転入、キャリア、基本技能、生涯学習を
支援することにより学生の勉学と成功を育成することを目標としている。MPC は、これらを通じて、知的、文化
的、経済的に多様なコミュニティ作りを行う。MPCはCalifornia Community College Systemに所属する
110校のカレッジの1つであり、高等教育の中心的な場である。さまざまな目的を持った学生が個人としての自
己の可能性を最大限に実現するとともに、自己が属するコミュニティおよび社会での権利、自由、責任の実現を
行えるよう努力している。MPCは4年制への転入、就職準備、職務技能の向上、転職準備、教養、数学、読
み書きおよび科学の基本技能の強化のための課程を用意している。MPCのホスピタリティ課程はDepartment 
of Family and Consumer SciencesのLife Sciences Divisionで実施されており、ホスピタリティ経営、ホ
スピタリティ運用、レストラン経営、ベーキングおよびペーストリー、調理およびホスピタリティ管理の認定を取得でき
る。  
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別添資料１ 

サンフランシスコ州立大学 

  
ディスカッション草案： 
日本人留学生向けのホテルマネージメント・サーティフィケートプログラム  
2学期間（9か月）と、ホスピタリティ・マネージメント インターンシップ  
 

１学期目（開始時期は秋、または春学期。学生は４コースを受講） 

コース 内容 

HTM 110  
ホスピタリティ・観光マネージメント入門（３単
位） 

• 宿泊部門の運営、グローバル旅行、観光ビジネスと食品サ
ービス施設全般への理解を含めた、ホスピタリティ・観光業界の
トレンドと発展に関する概論 

HTM 352  
食品、生産、サービス (3単位) 

• 食品の生産とサービスにおける、準備、規格と技術 
• 食品の質に関する要素 
• 規格、公衆衛生と安全性、原価管理に従った生産とサービ
スの実践的な知識 

HTM 561  
ホテルオペレーション・マネージメント (3単位) 

• ホテル施設での基礎と実践、運営 
• 経営企画、予約システムと運営、ハウスキーピング、会計、
収益管理 

HTM 578  
HTM セールス＆マーケティング (3単位) 

• ホテルセールス＆マーケティングの基本要素と概念 
• ホテル業界特有の問題点や特徴 
• セールス＆マーケティング のプロセス, マーケティングリサーチ, 
購買者動向, 商品戦略, 流通経路, 宣伝活動と価格設定 

 

インターンシップ（学期間もしくは、プログラムの終了後に実施） 

コース 内容 

HTM 515 
ホスピタリティ・マネージメント インターンシップ (3
単位) 

実践訓練とこれまで授業で学習をした知識を活用するホスピタ
リティ・トレーニング。実践の場での原則、理論、スタンダードを
学ぶ 

 

2学期目（下記 5 コースより４コースを選択） 

コース 内容 

HTM 421  
カリフォルニアのドリンク、ワインと文化（３単位） 

• カリフォルニアのドリンク、ワイン業界の文化的、歴史的な伝
統を学ぶ 
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• 移民の種別に関連した、ドリンクやワインに対する民族の趣
向性 
• カリフォルニアにおける快適な食事に対する文化的特徴 

HTM 425 
国際観光ビジネス (3単位) 

• アメリカ国外における国際観光ビジネスの多文化・異文化な
特徴 
• 経営上、または旅行者の立場からみた今日そして将来の国
際観光における課題調査 
• 観光業界の成長と今後の世界経済に与える影響 

HTM 448  
食品購入量と生産のマネージメント (3単位) 

• 食品生産量、マネージメント、メニュー計画、レシピの標準
化、マーチャンダイジング、コストとクオリティー管理に関連する購
買、仕様書、手順の実装 

HTM 560  
ホスピタリティ人材 人事管理 (3単位) 

• ホスピタリティ人材における人事の方針と実施 
• 企画、採用、選挙、勤務査定、情報システム、現在の法的
問題に関する人事部の機能 

HTM 576  
ホテル・コンベンションサービス管理 
 (3単位) 

• ホテルの視点からみた、コンベンションサービス管理の基本要
素と概念 
• コンベンションサービス部とその他の部署やその他のホスピタリ
ティ業界全体との連携についての理解 
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別添資料２  

 

サンフランシスコ州立大学:質問リスト 

[1] 正規生 

 質問 回答 

1) 留学生が入学に際して必要な英語のスキル 最低でもTOEFL500点もしくはIELTS6.0が必要 
2) 入学試験もしくはその他のスコア 英語と数学のテストを受ける。不合格者は補習クラスを受

講。 
3) 入学試験を受けるための要件 

成績／出欠／健康状態／目的意識／課
外活動や地域活動等 

・オンラインでの入学願書提出と$55の受験料納入 
・高校までの成績表と卒業証書。 
・医療保険証 
・留学の目的 
・1年間の学費$34,500の支払いを保証する資産証書 
・3種混合（麻疹、おたふく風邪、風疹）とB型肝炎の予防
接種証明書 

4) 留学前、もしくは留学後の語学（英語その
他）の補習への対応は可能か。 

留学生が学位プログラムに参加する場合、上記１）で明記
した英語のスコアが必要。入学に必要な英語の集中クラスを
受講している学生は、SFSUキャンパス内、英語チューターセ
ンターを利用することが出来る。SFSUでは、学位プログラムに
入学する学生は十分な英語力があり、この補習の英語クラ
スは必要ないと考えており、そのようになっている。 

5) ホスピタリティ学科入学にあたり専門知識・
技能は留学条件となるか。また、どの程度必
要か。 

情報システム能力テストに合格、または必須科目を受講する
必要がある。試験に合格するためには次の能力が必要とされ
る。 
a)情報技術の概念を説明できる 
b)情報システムの概念を説明でき、組織における情報システ
ムの活用について述べることが出来る。 
c)情報システムの発展について段階に分けて理解し、色々
な状況における一般ユーザーと専門家の役割（運用の違
い）について説明できる。 
d)一般的なビジネスにおいて、標準的なITを活用した問題
の解決ツールを活用することができる。 
e)現代社会におけるITのrelevance and applicationを
理解し、IT活用における主要な倫理問題を認識している。 

6) 留学にかかる学費 現在の留学生の学費は$3,234の基本料金に１単位あた
り、プラス$372 
フルタイムの留学生が12単位（通常4クラス）を受講する
場合は、$7,698 
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SFSUが試算する１学期間の平均的な経費は$17,320
で、学費、経費、居住費、その他個人的経費を含む。 

7) 大学の学期制について 
（例：前期 ４～７月、後期９～１月の
２学期制） 

春学期は１月の最終月曜日に開始 
秋学期は8月の最終月曜日に開始 
SFSUで様々な夏季クラスを設けている。 
a)6月第2月曜開始の5週間プログラム 
b)6月第2月曜開始の10週間プログラム 
c)6月第4月曜開始の8週間プログラム 
d)7月第2月曜開始の5週間プログラム 

8) 1 unit/credit あたりの授業時間 通常15週の１学期間週3時間授業で1 Credit 
殆どの授業において、クラス講義以外に毎週2時間の予習と
１時間の授業が含まれる。 

9) 生徒数 29,905名 (2013年) 
10) 現在、他国からの留学生は数？どこの国

か？ 
90か国から2,426名の留学生が在籍 (2010-2011) 

11) 日本人留学生の数 44名(2010-2011) 
 

[2] 特別短期プログラム 

 質問 回答 
1) 留学生が短期プログラムへの入学に際して

必要な英語のスキル 
短期プログラムであっても、入学に必要な英語力が正規生と
同様（最低でもTOEFL500点もしくはIELTS6.0が必
要）。 
 

2) 入学のための試験の有無 特になし。 
成績表や学歴書などは提出が必要な場合あり。 

3) 留学後の語学（英語その他）の補習へ
の対応は可能か。 

（SFSUと今後協議により対応可能な可能性あり） 
日本人留学生に学期開始前に“ブートキャンプ”タイプの英語
プログラムや、ホスピタリティ・マネージメント業界の英語も学習
コースなど。 

4) ホスピタリティの授業を受講するにあたり専
門知識・技能は留学条件となるか。また、
どの程度必要か。 

特になし。 

5) １学期間１７単位を取得する授業料 特別プログラムについてはセット料金適応（額は不明） 
6) このプログラムの開始時期 －通常のクラ

スと同じか、もっと柔軟に対応可能か。 
春または秋学期（要相談） 

7) このプログラムに必要な期間 フレキシブル（要相談） 
8) 留学生の受入人数は最高人数、最低人

数。 
15名から20名のクラスが平均的だと思われる。 

9) 留学中の住まいの条件・環境どのようにな
るか。（ホームステイ等） 

・大学の賃貸は数に限りがあり、またサンフランシスコの賃貸は
とても高い。大学は学生が希望する住まい探しをサポートして
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いる。 
・多くのSFSUの学生はキャンパス内の寮や大学近隣の大学
が所有するアパートに滞在する。 
-留学生にもキャンパス外の住居の選択肢が数多くある。しか
し、サンフランシスコ ベイエリアは全米の中でも最も家賃の高
い地域とされており、学生が支払できる金額の物件を見つけ
るのは難しい。 
・スタジオ（ワンルーム）の1ヶ月の家賃平均は
$900~$1,400。１ベットルーム付のアパートは
$1,500-$1,800、２ベットルームのアパートは
$1,800-$2,500、３ベットルームのアパートは
$2,500-$3,000。その為、多くの留学生は3ベットルームを
他の学生とシェアし、飲食やアメニティのコストもシェアしてい
る。 
・SFSUではサンフランシスコでのホームステイ斡旋先のリストを
提供することができるが、特定の機関を斡旋はしていない。滞
在費は滞在期間、一人部屋か相部屋か、飲食の提供があ
るか、またその他の要素によって異なる。例えば、ある機関で
紹介しているものには、一人部屋で朝食・夕食が付く場合、
4週間で$1045、12週間で$3135といったものがある。 
・学生がどういったところに滞在するかにもよるが、SFSUでは
滞在費・食費などを含めおよそ$6,526のコストが掛かると試
算する。 

10) 学校周辺、また住居周辺の環境、治安 ・SFSUキャンパス内には、警察署があり、安全な環境を保っ
ている。警察署は24時間、年中無休で勤務にあたっている。
また訓練をうけた緊急通信係が24時間体制で電話の問い
合わせに対応し、警察官は援助の要請にこたえている。 
・SFSUのキャンパスセキュリティー、火災安全報告書は下記
URLより参照可能。 
http://www.sfsu.edu/~upd/clery/Campus_Secu
rity_Report_2014.pdf 

11) 大学で提供される食事について。 
カフェテリアのサンプルメニューなど。 

朝食はライス、キノア・朝食ボール、ベーグル、ヨーグルト、卵、
ワッフルなど。昼食はライスボール、ヌードル、サンドイッチ、サラ
ダなど。夕食はライスボール、ヌードル、ピザ、スープ、パスタ、
サンドイッチ、サラダなど。 
SFSUの食堂の日々のメニューは下記URLから参照可能。 
http://www.dineoncampus.com/sfsu/show.cfm?
cmd=menus2&searchWT= 

12) 公共交通機関の利便性について。 ・大学へは複数路線のシティ・バスと電車を利用して通学が
可能で、両方とも片道$2.22。1か月の割引パスもある。 
・大学では秋・春学期の平日は近隣の鉄道の駅とキャンパス
の数か所を結ぶ無料のシャトルバスを運行している。 
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13) 病院・銀行等公共施設についての利便性
について。 

・キャンパス内では緊急性を伴わないMPC学生医療サービス
が提供されている。 
・緊急の場合は、St. Luke病院が車で13分のところにある。
自分の車がなく病院まで行けない人は、911に電話をして救
急車を呼ぶ。 
・Bank of America, Chase, and Wells Fargoがキャン
パス内にあり、学生向けにサービスを提供している。 

14) 学生の緊急時対応について ・SFSUは寮からの避難、建物火災、地震、危険物流出、
自動車事故、その他起こりうる事故・災害に備え緊急時の
対応を細かく定めている。 
・SFSUが推奨する緊急時の対応については、下記参照 
http://www.sfsu.edu/~upd/emergency/index2.
html 
・SFSUのオフィシャルな緊急時対応計画書は下記参照 
https://www.sfsu.edu/~upd/emergency/pdf/Ep
p_manual.pdf 

15) １ヶ月にかかる費用の相場について １か月想定のコストは$2,114で、下記予想される経費算
出に基づく。 
a)家賃・飲食：$1,450 
b)本や文具：$179 
c)交通費：$166 
d)医療保険：$167 
e)個人的な出費：$152 
※物価は年々上昇傾向にあります。 

16) 就学を継続する場合の学生支援制度 ・SFSUは限られた人数の留学生に奨学金を付与している。 
・収入を希望する留学生には週20時間以内に限り学内で
学生アシスタントとして働くことができる。 

17) 提携しているホテルでのインターンシップの
受入は可能か。 

SFSUと協議の上決定。 

 

[3]このプログラムを通して先方の大学と共同開発等したいこと 

 質問 回答 
1) 入学のためのTOEFL/TOEIC以外の英語

評価基準を開発することが出来るか。 
長期のプロジェクトとして検討する必要がある。少なくとも学生
は標準プログラムに合うレベルを満たす必要がある。 

2) 英語の授業やインターンの課題を共同開
発 

SFSUとの今後追加協議により決定 

3) カリキュラムの付け合せ SFSUとの今後追加協議により決定 
4) 海外から日本への教員派遣 SFSUとの今後追加協議により決定 
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別添資料３  

 

モントレー・ペニンシュラ・カレッジ 

プログラム概要 
ホスピタリティ・オペレーションズ・サーティフィケートプログラム  
2学期間（9か月、22.5単位） 
 

ホスピタリティ・オペレーションズ・サーティフィケートプログラム 学習成果（Learning Outcomes） 
プログラムの修了後に、ホスピタリティの学生が習得できるもの： 
 業界で必要とされるホスピタリティ・サービスの準備、監視、管理、マーケティング、実施、改善業務、ホスピタリテ

ィ業界で必要な業務への理解。 
 カスタマーサービス、職場環境の改善、職場内での衝突において、問題解決、クリティカル・シンキングの手法を

用いて対応する。 
 状況に応じて、計画、目的、行動や優先順位を効率的に変更する。 
 ホスピタリティ業界で必要とされる業務を説明できる。  
 

１学期目（下記全コース受講 合計 13.5単位） 

コース 内容 

HOSP 51 
ホスピタリティ産業入門 (3単位)  

• 宿泊、リゾート、飲食サービス、マネージメント、旅行、観光
を含むホスピタリティ業界の調査 
• 就職機会と業界動向の概論  

HOSP 52  
ゲストサービスマネージメント (3 単位) 

• フロントオフィスマネージメント全般  
• 集客予想、予約、フロントオフィスマネージメント、チェックイ
ン＆アウト、会計、またホテル業界全体での重点項目 

HOSP 53  
飲食サービスマネージメント (3単位) 
 

• 購入、受入・貯留、準備とサービスを含む利益性の高い飲
食サービスの検討  
• メニュープラニング、予測・販売分析、食品生産、トータルマ
ネージメントを含むテーマ 

HOSP 55  
宿泊業務  (3単位)  
 

• 客室清掃、セキュリティーやゲストサービスに係る部門の理
解を深める 
• 客室内メンテナンスと品質管理の組織的な手続き  
• 設備関連、家具、備品、費用対効果、在庫管理、OPL、
保管について学ぶ  
• 客室清掃員の雇用と監督と、ホテル視察への視察  

HOSP 56 
ホスピタリティーセールスとマーケティング(1.5 単
位)  

• セールス、広告、プロモーション、広報活動とホスピタリティ・
観光ビジネスでの顧客満足を生み出し継続させるための企画
を含めた、マーケティングの基本要素  
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2学期目（下記全コース受講 合計 9単位） 

コース 内容 

HOSP 64  
顧客サービス (1 単位) 

• 顧客ニーズをとらえ、顧客満足度を高めるサービステクニック
の習得。組織の機能としてだけではない、顧客サービスに重点
を置く。 
• コミュニケーション、問題解決、意欲と難しいお客に対する
対処を学ぶ。 

HOSP 66  
ホスピタリティ産業での訓練(1 単位) 

• 学生がジョブシャドウイング（仕事内容や職場の観察）に
参加し、ホスピタリティ教育課程や分野で働くことのポートフォリ
オを作成する。 
• 学生はホスピタリティ業界で成功するため、どのように就職に
備えるか、専門的な要件を身に付けるかを議論する。 
• 職場視察が必須 

HOSP 72  
調理の基本 (.5単位) 

• 食品の調理、技術と技能、食品加工方法、ナイフ技術、
食品の保存管理、調理法、レシピの標準化、レシピの改善  

HOSP 180  
食品安全認定(.5単位) 

• 食品安全実行、食中毒防止対策, 個人衛生ガイドライ
ン、HACCPシステム 
• 食品安全認定試験（コース内で取得可能）に対する準
備 

COOP 92 
ホスピタリティ業界職業体験(3 単位) 

• 予め用意された、指導者のもとでの職業体験プログラム 

更にホスピタリティ・コースより3単位の科目を選択  
 
 
プログラム概要 
ホスピタリティ管理・サーティフィケートプログラム  
１学期間（4か月、10単位） 
 

ホスピタリティ管理・サーティフィケートプログラム 学習成果（Learning Outcomes） 
プログラムの修了後に、ホスピタリティの学生が習得できるもの： 
 口頭でも記述でも、職場の同僚やお客様とも効果的にコミュニケーションが取れる。 
 問題解決にあたり、プラスの結果を得るための状況判断、決断を下すことが出来る。 
 生産性やカスタマーサービス向上のため、可能なリソースを用いて、行動目標設置し、優先順位を決定できる。 
 変化への柔軟な対応、組織改革をサポートできる。 
 個々の能力を把握し、（担当者や優先順位を決めるなど）チームでのリーダーシップを発揮する。 
 適切な資源を活用しながら、職場内での問題やよくない習慣を認識し解決する。 
 多様性を理解し、職場内にお互いに敬意を示し、よい人間関係を構築することができる。 
 雇用機会均等やセクシャルハラスメント、その他の法令をきちんと正確に理解し、遂行することができる。 
 批判に対し、自分のストレスをコントロールし、自信を維持できる。 
 プライベートと仕事のバランスを保つことが出来る。 
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１学期目（下記全コース受講 合計 10 単位） 

コース 内容 
FACS 56  
ライフマネジメント (3 単位) 

• 自己理解を高め、良い対人関係を築くための、意思決
定、ゴール設定、問題解決、資源管理や、個人や家庭と仕
事のワークバランスと管理スキル 

HOSP 63  
ホスピタリティ管理 (1.5単位) 

• マネージメントの基本原則の学習と宿泊や飲食サービス実
務への応用 
• 効果的なコミュニケーション、評価・指導を伴う監督者とし
ての責任、生産管理と人件費の管理、衝突や変化、問題解
決に対する対応 

HOSP 64  
顧客サービス (1 単位) 

• 顧客ニーズをとらえ、顧客満足度を高めるサービステクニック
の習得。組織の機能としてだけではない、顧客サービスに重
点を置く。 
• コミュニケーション、問題解決、意欲と難しいお客に対する
対処を学ぶ。 

HOSP 65  
ホスピタリティ業界における法的問題 (.5単位) 

• オーナーとオペレータの法律上の権利に関するホスピタリティ
法と顧客に対する生産物やサービスの責任義務に関する簡
単な入門 
• 法的問題の回避と職場における法令や規則をまもったコン
プライアンスの順守 

HOSP 67  
ホスピタリティ・マネージメントのための会計(1単位) 

• ホスピタリティ業界での監督者としての部署の予算管理、
収支報告書の読み方・解釈、最終ラインで働く関連職員の
生産性管理 

スピーチ基礎、またはコミュニケーションコースからの
選択科目（３単位） 

 

 
 
プログラム概要 
レストラン・マネージメント --- フード・サービスマネージメント・サーティフィケートプログラム  
１学期間（4か月、17単位） 
 

レストラン・マネージメント --- フード・サービスマネージメント・サーティフィケートプログラム  学習成果
（Learning Outcomes） 
プログラムの修了後に、学生が習得できるもの： 
 レストラン/飲食業界での、管理・運営知識の遂行。 

 
１学期目（下記全コース受講 合計 17 単位） 

コース 内容 
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HOSP 51 
ホスピタリティ産業入門 (3単位)  

• 宿泊、リゾート、飲食サービス、マネージメント、旅行、観光
を含むホスピタリティ業界の調査 
• 就職機会と業界動向の概論  

HOSP 53  
飲食サービスマネージメント (3単位) 
 

• 購入、受入・貯留、準備とサービスを含む利益性の高い飲
食サービスの検討  
• メニュープラニング、予測・販売分析、食品生産、トータル
マネージメントを含むテーマ 

HOSP 64  
顧客サービス (1 単位) 

• 顧客ニーズをとらえ、顧客満足度を高めるサービステクニック
の習得。組織の機能としてだけではない、顧客サービスに重
点を置く。 
• コミュニケーション、問題解決、意欲と難しいお客に対する
対処を学ぶ。 

HOSP 66  
ホスピタリティ産業での訓練(1 単位) 

• 学生がジョブシャドウイング（仕事内容や職場の観察）に
参加し、ホスピタリティ教育課程や分野で働くことのポートフォリ
オを作成する。 
• 学生はホスピタリティ業界で成功するため、どのように就職
に備えるか、専門的な要件を身に付けるかを議論する。 
• 職場視察が必須 

HOSP 72  
調理の基本 (.5単位) 

• 食品の調理、技術と技能、食品加工方法、ナイフ技術、
食品の保存管理、調理法、レシピの標準化、レシピの改善  

HOSP 180  
食品安全認定(.5単位) 

• 食品安全実行、食中毒防止対策, 個人衛生ガイドライ
ン、HACCPシステム 
• 食品安全認定試験（コース内で取得可能）に対する準
備 

COOP 91  
ホスピタリティ職業体験 (3 credits) 

• 予め用意された、指導者のもとでの職業体験プログラム 

料理コースより可能な２単位を選択  
ビジネスコース可能な３単位を選択  
 

 
プログラム概要 
レストラン・マネージメント --- ベーカリー＆ペイストリーアート・サーティフィケートプログラム  
１学期間（4か月、6.5単位） 
 

レストラン・マネージメント --- ベーカリー＆ペイストリーアート・サーティフィケートプログラム   学習成果
（Learning Outcomes） 
プログラムの修了後に、学生が習得できること： 
 市場性のあり、安全性のある焼き菓子・デザートを準備できる。 
 チームの一員として、効果的なコミュニケーションを行い、個人の能力を発揮し作業を遂行できる。 
 衛生管理手順や個人の衛生管理に必要な事項を順守できる。 
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１学期目（下記全コース受講 合計 6.5 単位） 

コース 内容 
HOSP 66  
ホスピタリティ産業での訓練(1 単位) 

• 学生がジョブシャドウイング（仕事内容や職場の観察）に
参加し、ホスピタリティ教育課程や分野で働くことのポートフォリ
オを作成する。 
• 学生はホスピタリティ業界で成功するため、どのように就職
に備えるか、専門的な要件を身に付けるかを議論する。 
• 職場視察が必須 

HOSP 77  
酵母入り、なしのパン (.5 単位) 

• パン焼き行程と材料、バター、パン生地、酵母パンやロール
パンの入門 

HOSP 78  
パン焼きの基本技術 (.5 単位) 

• 色々な特別ケーキ、クッキー、ペイストリーを作るために必要
な製菓行程、混合法や材料の成分 

HOSP 81  
パイとタルト(.5 単位) 

•プロのパティスリー店のクオリティーのパイやタルト作りに使われ
る製菓行程や材料について 
•デザートプレゼンテーションスキルについてのディスカッション、デ
モンストレーションや練習 

HOSP 82  
ケーキ、トルテ、デコレーション技術(.5 単位) 

• ケーキやアイシングの製作における、材料やバランス、化学
反応 
• バターケーキ、ジェノワーズ、ロールケーキ、シフォン、エンジェ
ルケーキ、粉なしケーキ、ムースケーキ、チョコレート・チーズケー
キのための混合法 
• アイシング、パイピング、砂糖シロップがけ、ロールアイシング
に関するデコレーション技術基礎 
• 生徒がベイキングの経験が多少あることが望まれる。 

HOSP 83  
フレンチペイストリーとレストランスタイルのデザート
(.5 単位) 

• 素晴らしい様々な手の込んだフレンチペイストリー、レストラ
ンスタイルのデザートの製作のための、基本ペイストリー技術の
発展。プチフール、ミニペイストリー、クリームブリュレ、クリームキ
ャラメル、ティラミス、フローズンスフレ、ソースの作り方、デザート
ガーニッシュについても学びます。 
• 過去にベイキングコースを履修したもの、または経験者向
け。 

HOSP 84:  
チョコレート入門 (.5 単位) 

• 製菓とペイストリー製作のためのチョコレートの加工方法、
歴史、発展 
• ベイキングとデコレーションのチョコレートの活用とチョコレート
のテンパリング技術 
• チョコレートの種類、質のレベル、チョコレートの活用法 

HOSP 87: 
地域ごとのフレンチデザート (.5 単位) 

• 地域別のフレンチデザートの多様性の研究 
• ブリオッシュ、パリ・ブレスト、フルーツタルト、チョコレート＆フ
ルーツムース、プチフール、クッキー、マカロン、シャルロットについ
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て学ぶ。 
• 過去にベイキングコースを履修したもの、または経験者向
け。 

HOSP 88  
チョコレートと加熱 (.5単位) 

• 事前にHOSP 84の履修を完了していること。 
• チョコレートのテンパリングと色々なチョコレートや製菓の実
習 
• 展示用やプレゼンのテクニックを学ぶ 

HOSP 180  
食品安全認定(.5単位) 

• 食品安全実行、食中毒防止対策, 個人衛生ガイドライ
ン、HACCPシステム 
• 食品安全認定試験（コース内で取得可能）に対する準
備 

COOP 91  
ホスピタリティ職業体験 (3 credits) 

• 予め用意された、指導者のもとでの職業体験プログラム 

 

 
プログラム概要 
レストラン・マネージメント --- クッキングスクール・サーティフィケートプログラム  
１学期間（4か月、5単位） 
 

レストラン・マネージメント --- クッキングスクール・サーティフィケートプログラム    学習成果（Learning 
Outcomes） 
プログラムの修了後に、学生が習得できること： 
 サラダ、スープ、パスタ、肉の主菜料理や、付け合わせを適切な方法で道具を用い準備ができる。 
 チームの一員として、効果的なコミュニケーションを行い、個人の能力を発揮し作業を遂行できる。 
 食品の解凍、保存、管理において適切な温度、手順とることを含め、衛生管理手順や個人の衛生管理に必

要な事項を順守できる。 
 

１学期目（下記全コース受講 合計 5 単位） 

 

コース 内容 
HOSP 66  
ホスピタリティ産業での訓練(1 単位) 

• 学生がジョブシャドウイング（仕事内容や職場の観察）に
参加し、ホスピタリティ教育課程や分野で働くことのポートフォリ
オを作成する。 
• 学生はホスピタリティ業界で成功するため、どのように就職
に備えるか、専門的な要件を身に付けるかを議論する。 
• 職場視察が必須 

HOSP 72  
調理の基本 (.5単位) 

• 食品の調理、技術と技能、食品加工方法、ナイフ技術、
食品の保存管理、調理法、レシピの標準化、レシピの改善  
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HOSP 73  
ストック、スープ、ソース (.5 単位) 

• 調味料や増粘剤の活用方法、スープカテゴリー、標準的な
ソースやエマルションの準備 

HOSP 74  
野菜、米、パスタ (.5 単位) 

• 野菜の特徴と調理方法、米とパスタのバリエーション、味、
色、テクスチャーの保持力 

HOSP 75  
魚、鶏肉、肉(.5 単位) 

• Selection, handling, preparation and safety of 
魚、貝、鶏肉の、牛肉、子牛、ラム肉、豚肉の選び方、扱い
方、準備や安全管理の方法 

HOSP 76  
ガルドゥ マンジェ (.5 単位) 

• サラダや付け合せ、サラダドレッシングや前菜などの冷製料
理の準備やプレゼン 

HOSP 180  
食品安全認定(.5単位) 

• 食品安全実行、食中毒防止対策, 個人衛生ガイドライ
ン、HACCPシステム 
• 食品安全認定試験（コース内で取得可能）に対する準
備 

COOP 91  
ホスピタリティ職業体験 (3 credits) 

• 予め用意された、指導者のもとでの職業体験プログラム 

 

 
ホスピタリティ準学士  
モントレー・ペニンシュラ・カレッジでは3種類のホスピタリティ準学士課程がある。  
１）ホスピタリティ・オペレーション・サイエンス準学士号 
２年間のサイエンス＆テクニカルサーティフィケートプログラム 
 知識や経験がなく業界で働きたいと考えている学生向けの2年間のサイエンス準学士とテクニカルサーティフィケー

トプログラム  
 この準学士は上記記載された、ホスピタリティ・オペレーションサーティフィケートプログラムで必要とされているすべて

のクラスの受講が必要。それに加え、1.5単位のホスピタリティ分野、6単位のビジネス分野、3単位のコミュニケー
ション分野、27単位の一般教養分野、この準学士の課程を取る為には合計で60単位が必要となる。  

 プログラムの修了後に、学生が習得できることは下記の通り。 
 業界で必要とされるホスピタリティ・サービスの準備、監視、管理、マーケティング、実施、改善業務の遂行 
 職場環境の改善、職場内での衝突において、問題解決、クリティカル・シンキングの手法を用いて対応する。 
 状況に応じて、計画、目的、行動や優先順位を効率的に変更する。 
 ホスピタリティ業界で必要とされる業務を説明できる。 
 
２）レストラン・マネージメントアート準学士号 
 知識や経験がなく業界で働きたいと考えている学生向けの2年間の文学準学士とテクニカルサーティフィケートプ

ログラム  
 この準学士課程では、レストランをマネージメントするために関する経営や実際の調理業務、全体の包括的な知

識を身につけるため、フードサービスマネージメント・サーティフィケートプログラム、ベーカリー＆ペイストリーアート・サ
ーティフィケートプログラム、クッキングスクール・サーティフィケートプログラム、ホスピタリティ管理サーティフィケートプロ
グラムの基本コース16.5単位からなる。それに加え、ビジネス＆コミュニケーションで17単位、一般教養で21単
位、合計で学位取得には54単位の取得が必要である。 

 プログラムの修了後に、学生が習得できることは下記の通り。 
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 コスト管理分析、経営、安全管理を踏まえた飲食の提供を考える。 
 顧客のニーズや要望、スケジュール管理、業務の遂行、衝突事の解決において、職場のスタッフと協力するた

めの対人能力を生かす。 
 
３）ホスピタリティ・マネージメントアート準学士号 
 ２年間の教育機関で学士課程進学のための、2年間の文学準学士プログラム 
 このプログラムでは、上記ホスピタリティ・オペレーション・サーティフィケートプログラムで記載したHOSP 52, HOSP 

52, and HOSP 53（合計9単位）の受講が必要。その後、学生は9時間のビジネスコース、42単位の一般
教養、合計60単位が必要である。 

 プログラムの修了後に、学生が習得できることは下記の通り。 
 世界経済を視野にいれて、伝統的、非伝統的、高度テクノロジーの分野において高度な勉強を追求する。 
 ホスピタリティ業界での創造とキャリアの成功をめざし、ホスピタリティとビジネスの知識を活用する。 
 自分の勉学、キャリア、目標に対する知識やスキル、能力を評価できる。 
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別添資料４  

モントレー・ペニンシュラ・カレッジ:質問リスト 

 [1] 正規生 

 質問 回答 

1) 留学生が入学に際して必要な英語のス
キル 

最低でもTOEFL450点もしくはIELTS 5が必要 

2) 入学試験もしくはその他のスコア 特になし 
3) 入学試験を受けるための要件 

成績／出欠／健康状態／目的意識／
課外活動や地域活動等 

・オンラインでの入学願書提出 
・これまでの学歴の提出と英語に翻訳された正式な学歴の写し 
・留学の目的 
・資産報告書と学費として年間$16,300の支払いが可能であ
るということの証明 

4) 留学前、もしくは留学後の語学（英語そ
の他）の補習への対応は可能か。 

留学生は学位プログラムに参加するに当たっては、上記１）で
明記した英語のスコアが必要。日本人学生も、他の留学生と
同様に、チューターセンターの利用が可能。 

5) ホスピタリティ学科入学にあたり専門知
識・技能は留学条件となるか。また、どの
程度必要か。 

英語の基礎学力、もしくは英語の補講クラスを受講すること。 

6) 留学にかかる学費 現在の留学生の学費は１単位あたり、$239 
フルタイムの留学生が12単位（通常4クラス）を受講する場
合は、$2,868 

7) 大学の学期制について 
（例：前期 ４～７月、後期９～１
月の２学期制） 

春学期は2月の第一月曜日に開始 
秋学期は8月の最終月曜日に開始 
MPCでは6週間、8週間の夏季クラスがあり、両クラスとも6月の
第3月曜に開始。 

8) 1 unit/credit あたりの授業時間 通常１学期間、週3時間授業で1 Credit 
殆どの授業において、クラス講義以外に毎週2時間の予習と１
時間の授業が含まれる。 

9) 生徒数 12,170 (2011年) 
10) 現在、他国からの留学生は数？どこの国

か？ 
複数の国から合計50名程度の留学生が在籍（2014年） 

11) 日本人留学生の数 8名（2014年） 
 

[2] 特別短期プログラム 

 質問 回答 
1) 留学生が短期プログラムへの入学に際

して必要な英語のスキル 
短期プログラムであっても、入学に必要な英語力が正規生と同
様（最低でもTOEFL450点もしくはIELTS 5が必要）。 
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MPCではホスピタリティの短期留学プログラムに参加する為の英
語力アップについても支援をしたいと考えている。 

2) 入学のための試験の有無 特になし。 
成績表や学歴書などは提出が必要な場合あり。 

3) 留学後の語学（英語その他）の補習
への対応は可能か。 

MPCではホスピタリティ業界で必要とされる語彙に重点をおいた
英語のカリキュラムを、浦山学園と開発する用意があります。 

4) ホスピタリティの授業を受講するにあたり
専門知識・技能は留学条件となるか。
また、どの程度必要か。 

特になし。 

5) １学期間１７単位を取得する授業料 特別プログラムについてはセット料金適応（額は不明） 
6) このプログラムの開始時期 －通常のク

ラスと同じか、もっと柔軟に対応可能か。 
フレキシブル（要相談） 

7) このプログラムに必要な期間 フレキシブル（要相談） 
8) 留学生の受入人数は最高人数、最低

人数。 
１クラス最少で15名、最大で25名まで。 

9) 留学中の住まいの条件・環境どのように
なるか。（ホームステイ等） 

・MPCはキャンパス内に寮はなく、モントレーエリアの賃貸はとても
高い。大学側では生徒のアパート等探しの手伝いをしている。ま
たホームステイを希望する場合についてもスタッフが協力すること
も可能。 
・一般的に、MPCの生徒は大学近くのアパートを賃貸している。
MPCでは特に特定の物件や不動産会社を斡旋はしていない
が、情報はWEB上で公開をしている。 
MPC側で想定する１学期間あたりの、滞在費（居住・食費）
は$6,893. MPCのWEBによると、大学に近いワンルームのアパ
ート賃貸は1ヶ月$800～$1,200。 
・モントレーにはいくつかホームステイをアレンジする機関がある
が、大学側では特に特定の期間を斡旋はしていない。滞在費
は滞在期間、一人部屋か相部屋か、飲食の提供があるか、ま
たその他の要素によって異なる。例えば、ある機関で紹介してい
るものには、一人部屋で朝食・夕食が付く場合、4週間で
$1045、12週間で$3135といったものがある。 

10) 学校周辺、また住居周辺の環境、治
安 

・MPCはモントレー警察と連携し、キャンパスの治安維持に努め
ている。全ての重犯罪は直ちに警察に通報し、警察官が対応
する。 
・MPCの年間セキュリティー・レポートは下記より参照可能 
http://www.mpc.edu/home/showdocument?id=7
815 

11) 大学で提供される食事について。 
カフェテリアのサンプルメニューなど。 

MPCは全生徒がオフキャンパスに住んでいるため、食事の提供
は行っていない。ただし、朝食・昼食を提供する小さなカフェテリ
アがあり、ラザニア、チキンカレーなどの週特別メニューなど様々な
軽食を提供する他、２つの「スナック・ショップ」がある。 

12) 公共交通機関の利便性について。 ・大学にはサリナス市と大学を結ぶ8経路のバスが走っている。
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運賃はルートによって異なり$1.50から$3.50。1か月の割引パ
スも購入可能。 
・大学が運営する交通機関は特にない。 

13) 病院・銀行等公共施設についての利便
性について。 

・キャンパス内では緊急性を伴わないMPC学生医療サービスが
提供されている。 
・緊急の場合は、モントレーペニンシュラの地域病院が車で５分
のところにある。自分の車がなく病院まで行けない人は、911に
電話をして救急車を呼ぶ。 
・Chase Bank, First National Bank, Monterey County 
Bank等、複数の銀行が大学キャンパスから１マイル圏内にあ
る。 

14) 学生の緊急時対応について MPCは緊急時の対応として、建物避難、地震、火事、危険物
流出など様々な事が起こった場合の対応を定めている。対応に
つ い て は 、 MPC の WEB で 紹 介 を し て い る 。
http://www.mpc.edu/about-mpc/campus-informa
tion/campus-security-parking/emergency-action-g
uide 
・MPCの緊急対策計画についてはオンライン参照 
http://www.mpc.edu/home/showdocument?id=4
718 

15) １ヶ月にかかる費用の相場について MPCで想定する１か月のコストは$2,195で、下記予想される
経費算出に基づく。 
a)家賃・飲食：$1,536 
b)本や文具：$194 
c)交通費：$145 
e)個人的な出費：$320 
※物価は年々上昇傾向にあります。 

16) 就学を継続する場合の学生支援制度 特になし 
17) 提携しているホテルでのインターンシップ

の受入は可能か。 
MPCと協議の上決定。 
通常の留学生は、インターンの前に2学期を終了することになっ
ているため。 

 

[3]このプログラムを通して先方の大学と共同開発等したいこと 

 質問 回答 
1) 入学のためのTOEFL/TOEIC以外の英語

評価基準を開発することが出来るか。 
長期のプロジェクトとして検討する必要がある。少なくとも学生
は標準プログラムに合うレベルを満たす必要がある。 

2) 英語の授業やインターンの課題を共同開発 MPCとの今後追加協議により決定 
3) カリキュラムの付け合せ MPCとの今後追加協議により決定 
4) 海外から日本への教員派遣 MPCとの今後追加協議により決定 
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（様式） 

会議議事録 

（職域） 

事業名 「富山県における中核的ホテルマン育成と単位互換制度の構築」 

代表校 富山情報ビジネス専門学校 

 

会議名 第 1回 実施委員会/評価検証委員会 

教育カリキュラム分科会/単位互換・外国語コミュニケーション分科会 

合同委員会  

開催日時 平成 26 年 7月 31日（木） 15:30-17:30（2h） 

場所 アルカディア市ヶ谷 5F 大雪 

出席者 ➀委員 

参加委員：委員 41 名 内参加者 30 名（参加者名簿は別紙にて） 
議題等 以下議題に従い（１）～（５）について配布資料に沿って説明（三浦） 

 

（１） 成長分野等における中核的専門人材育成養成の戦略的推進事業の

概要及び背景 

（２） 「富山県における中核的ホテルマン育成と単位互換制度の構築」 

事業計画について 

（３） 教育カリキュラム分科会 活動方針 

（４） 採択時における事業評価について 

（５） その他 

<意見等> 

・顧客満足の為の教育が必要なのではないか ・・遠藤 

・単位互換の為の英語学習は目的が違わないか ・・遠藤 

・マーケットニーズを掴んでいるのか ・・須藤 

・ホテルに特化した英語が出来るようにならないといけない ・・矢野 

・地方から日本の活性化に繋げるようにしたい ・・浦山 

・学生が自発的にインターンシッププログラムを作ってホテルへ提案でき

るようにする ・・飯塚 

・地方は追いついていけないのではないか ・・須藤 

・インターンシップの意味を学生に理解させなくてはならない ・・松浦 

 

 

 

 

以上 
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（様式） 

平成 26 年度「成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進事業」 

事業名称「富山県における中核的ホテルマン育成と単位互換制度の構築」 

 
第 1回 実施委員会／評価検証委員会 

 教育カリキュラム分科会/単位互換・外国語コミュニケーション分科会 

合同委員会 委員名簿 

 
 

（順不同／敬称略） 

 役割（委員）等 氏  名 構成機関・所属機関 所属・職名 備考 

1 プロジェクト代表 浦山 哲郎 学校法人浦山学園 理事長  

2 実施 大城 圭永 学校法人 KBC 学園 本部部長  

3 単位互換/外国語 田中 雅彦 学校法人麻生塾 副センタ－長  

4 単位互換/外国語 福澤 仁志 学校法人麻生塾 常務理事  

5 
実施 /単位互換 /

外国語 
栗林 直子 

国際外語･観光･エアライン専

門学校 

副校長  

6 単位互換/外国語 高岡 信吾 専門学校岡山情報ビジネス学院 統括部長  

7 

実施/教育ｶﾘｷｭﾗﾑ

/単位互換 /外国

語 

成底 敏 

インターナショナルリゾートカレ

ッジ 

部長  

8 
教育ｶﾘｷｭﾗﾑ/評価

検証 
丹治 朋子 

川村学園女子大学 准教授  

9 教育ｶﾘｷｭﾗﾑ 勝又あずさ 成城大学 特別任用准教授  

10 
実施 /単位互換 /

外国語 
玉井 和博 

立教大学 教授  

11 
実施 /単位互換 /

外国語 
大野 正人 

公立学校法人高崎経済大学 教授  

12 
実施 /単位互換 /

外国語 
益田 誠也 

玉川大学観光学部 教授  

13 教育ｶﾘｷｭﾗﾑ 井門 隆雄 関西国際大学 准教授  

14 単位互換/外国語 矢野 安剛 早稲田大学 名誉教授  

15 
委員会統括/単位

互換/外国語 
永井 真介 

富山情報ビジネス専門学校 校長  

16 教育ｶﾘｷｭﾗﾑ 長谷川 綾子 富山情報ビジネス専門学校 学科長  

17 
実施 /評価検証 /

教育ｶﾘｷｭﾗﾑ/単位
三浦 亜希 

富山情報ビジネス専門学校 教員  
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互換/外国語 

18 
実施 /評価検証 /

単位互換/外国語 
髙野 直人 

富山情報ビジネス専門学校 教員  

19 
教育ｶﾘｷｭﾗﾑ/評価

検証 
松坂 健 

オフィスアト・ランダム   

20 教育ｶﾘｷｭﾗﾑ  丹治 宏剛 株式会社 FEC ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ   

21 単位互換/外国語 岩本真紀子 ｍ design 代表  

22 実施 飯塚 正成 有限会社ザ・ライスマウンド 代表取締役社長  

23 
教育カリキュラ

ム 
井村 日登美 

H１研究所   

24 評価検証 坂井 義昭 富山第一ホテル 専務総支配人  

25 
評価検証/教育ｶﾘ

ｷｭﾗﾑ 
北山 明弘 

ＡＮＡクラウンプラザホテル

富山 

総務・人事支配人  

26 評価検証 財津 達朗 ホテルニューオータニ高岡 常務取締役・総支配人  

27 
評価検証/教育ｶﾘ

ｷｭﾗﾑ 
松浦 宏行 

フォーエバー株式会社   

28 実施/評価検証 亀井 明紀 富山県観光・地域振興局 次長  

29 実施 岩佐英美子 社団法人日本ホテル協会 事務局長  

30 
単位互換/外国語 

大類 晶嗣 
特定非営利活動法人関西アジ

ア太平洋共生機構 

  

31 
単位互換/外国語 

遠藤 乙彦 
株式会社グローバルビジネス

戦略総合研究所 

代表取締役社長兼所

長 

 

32 
単位互換/外国語 野上ﾏﾙﾄﾞﾅﾄﾞ千代

子 

株式会社グローバルビジネス

戦略総合研究所 

研究開発部長兼主任

研究員 

 

33 単位互換/外国語 須藤 元 株式会社パソナ 顧問  

34 単位互換/外国語 吉村 善和 株式会社吉善 代表取締役社長  

35 単位互換/外国語 常田 絵里 フリーランス通訳   

36 
単位互換/外国語

/調査、助言 
Colin Johnson,Ph.D 

San Francisco State 

University 

  

37 
単位互換/外国語

/調査、助言 
Andrey Gidaspov 

Americam councils   

38 
単位互換/外国語

/調査、助言 
Miriam Parel 

Americam councils   

39 
単位互換/外国語

/調査、助言 
 

University of Makati   

111



（様式） 

40 事務局 南  忠志 富山情報ビジネス専門学校 学事課長  

41 事務局 飯塚久仁子 有限会社ザ・ライスマウンド   
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会議議事録 

（職域） 

事業名 「富山県における中核的ホテルマン育成と単位互換制度の構築」 

代表校 富山情報ビジネス専門学校 

 

会議名 第２回 職域 

単位互換・外国語コミュニケーション分科会  

開催日時 平成 26 年 9月 9日（火） 14:00-16:00（2h） 

場所 アルカディア市ヶ谷 7F 白根 

出席者 ➀委員 

参加委員：委員 24 名 内参加者 16 名（参加者名簿は別紙にて） 
議題等 以下議題に従い（１）～（３）について配布資料に沿って説明（三浦） 

 

（１） 平成 26 年度の事業内容 

（２） 単位互換と単位認定について 

（３） 今後のスケジュール 

 

<意見等> 

フィリピンについて ・・・ 大類 

・外国のお客様をもてなすスキルが高い 

・観光に力を入れている 

・観光学部の就職はサラリーマンより給料が高い 

・5人に 1人が海外に出稼ぎに出ている 

・日本語教育に関心が高い 

・往復の旅費 4万円でおつりがでる 

・13万円で衣食住、学習ができる + 奨学金がでる 

 

大学と専門では差があり認定はスムーズだが、互換は難しい ・・・福澤 

 

グローバル人材を考えるのであれば、どの国でも通用できなければならな

い ・・・ 矢野 

 

単位互換し外国人が日本に就職しようとしても出来ない 

その文化の中で生きにくいので労働規制の緩和が必要である ・・・須藤 

 

留学生と社会人の学び直しを増やさないといけない ・・・ 遠藤 

 

 

 

以上 
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平成 26 年度「成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進事業」 

事業名称「富山県における中核的ホテルマン育成と単位互換制度の構築」 

 
第２回 単位互換・外国語コミュニケーション分科会 委員名簿 

 
 

（順不同／敬称略） 

 役割（委員）等 氏  名 構成機関・所属機関 所属・職名 備考 

1 プロジェクト代表 浦山 哲郎 学校法人浦山学園 理事長  

2 
単位互換/外国語 

栗林 直子 
国際外語･観光･エアライン専

門学校 

副校長  

3 
 

成底 敏 
インターナショナルリゾートカレ

ッジ 

部長  

4  高岡 信吾 専門学校岡山情報ビジネス学院 統括部長  

5  永井 真介 富山情報ビジネス専門学校 校長  

6  岩本真紀子 ｍ design 代表  

7  鈴木 克明 日本政府観光局   

8  Andrey Gidaspov Americam councils   

9  Miriam Parel Americam councils   

10  三浦 亜希 富山情報ビジネス専門学校 教員  

11  髙野 直人 富山情報ビジネス専門学校 教員  

12  大野 正人 公立学校法人高崎経済大学 教授  

13  玉井 和博 立教大学 教授  

14  益田 誠也 玉川大学観光学部 教授  

15 
 

Colin Johnson,Ph.D 
San Francisco State 

University 

  

16 
 

遠藤 乙彦 
株式会社グローバルビジネス

戦略総合研究所 

代表取締役社長兼所

長 

 

17 
 野上ﾏﾙﾄﾞﾅﾄﾞ知代

子 

株式会社グローバルビジネス

戦略総合研究所 

研究開発部長兼主任

研究員 

 

18  矢野 安剛 早稲田大学 名誉教授  

19  須藤 元 株式会社パソナ 顧問  

20  吉村 善和 株式会社吉善 代表取締役社長  

21  常田 絵里 フリーランス通訳   

22  福澤 仁志 学校法人麻生塾 常務理事  
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23 
 

大類 晶嗣 
特定非営利活動法人関西アジ

ア太平洋共生機構 

  

24  田中 雅彦 学校法人麻生塾 副センタ－長  
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会議議事録 

（コンソーシアム） 

事業名 「富山県における中核的ホテルマン育成と単位互換制度の構築」 

代表校 富山情報ビジネス専門学校 

 

会議名 第３回 教育カリキュラム分科会 

単位互換・外国語コミュニケーション分科会 合同委員会  

開催日時 平成 26 年 11月 11日（火） 16:30-18:30（2h） 

場所 グランドヒル市ヶ谷 西館 3F「オリオン」 

出席者 参加委員：委員 34 名 内参加者 19 名（参加者名簿は別紙にて） 

議題等  
１．平成 26 年度「教育カリキュラム」＆ 

「単位互換・外国語コミュニケーション」事業概要 

①カリキュラム構築事業概要（案）説明（丹治先生） 

・カリキュラム試案作成の観点 

・専修学校教育重点支援プラン（Job Standardとカリキュラムの関係） 

・カリキュラム試案 

・カリキュラム科目概要     

 

＜カリキュラム＞ 

・クレーム対応に関する内容をうまく入れてほしい 

・単位互換と言った場合・・・ 

  ・・内容を相手の大学等と揃える必要があるかもしれない 

  ・・単位互換にするには、日本側の教育機関の側も英語で 

    教育しなければならないかも  

 

インターンシップはアンケート発送準備を早急に進め、事前調査、教育、具体

的な調整に入る。 

 

②インターンシップモデル事業概要（案）説明（丹治先生） 

・大学・短期大学・専門学校 ホテル・インターンシップに関するアンケート 

アンケートに関しては、12月初旬の回収を目処に郵送する。 

 

＜インターンシップ＞ 

・文科省の事業なので、経産省の「社会人基礎力」を出すと 

まずいかもしれない。→学士力で説明できないか要検討 

・クレーム対応力も大切。ホテルの科目で１つ書いてはあるが多様な事例を挙げな

がらきちんと教育すべき。いろんな科目で少しずつ入れるか、基本をどこかで教え
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るか。（パソナ須藤氏）・自身で担当しているホスピタリティの授業でクレーム対応

の基礎を教えている。お客様の心理や対応の基本等。（富山ビジネス情報専門学校 

松浦氏） 

全科目で単位互換をするのか？→理事長イエスでもありノーでもある。 

 

・３年前、単位互換を自分の大学で企画しようとメルボルンの大学とでやろうとし

たが厳しい制約があって大変だった。例えば専門科目であれば、１５週すべてのコ

ンテンツが同じでなければならないと言われた。一字一句まで一緒でないとまで言

われた。（共通教育科目ならそこまで必要ない。） 

 

・単位「互換」ということであれば、日本のシラバスも英語標記、授業も英語でな

いとだめだとも言われた。今はどうなのか？ 

 

・社会人基礎力について、これは経産省の指標。文科省は学士力という言い方をし

ている。この研究は文科省の補助金事業なので、社会人基礎力という指標は使わな

い方がよいのではないか？以前そういう指摘を受けたことがある。（玉川大学 益

田先生） 

 

・クレーム対応力というのは大変難しいので慎重にあつかってほしい。例えば、責

任者が扱うべき案件とか、本来は対応すべきでないクレームもあるだろう。古い話

だが、パンナムには Public Relationというクレーム対応の専門部署があった。こ

こが対応すべきクレームかどうか、誰が対応すべきかを瞬時に判断した。会社によ

って、シチュエーションによってかなり複雑。これを教えられるのだろうか？ 

（早稲田大学 矢野先生） 

 

・クレームは一次対応が肝。その基本的な考え方を教える必要がある。 

（パソナ 須藤氏） 

 

・初動対応が大切。（麻生塾 福澤先生） 

 

・やはり、ホテルの各部門について教えるというのではなく、基本的な概念、対応

の基本等を教える方がよいかも。（富山ビジネス情報専門学校 松浦先生） 

 

③外国語コミュニケーション事業概要（案）説明（GBS総研 遠藤様、野上様） 

・ＣＥＦＲ（欧州言語共通参照枠）と主要英語検定試験の対照表 
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・フィリピン視察報告（永井、補足説明／大類）  

 

①カリキュラム（インターンシップ含む）の在り方 

（専門教育と語学教育の内容と学習方法、期間、人数、費用等） 

②具体的な単位互換、単位認定、交換留学の具体的な可能性と条件 

③教員派遣、教員交換などの可能性と条件 

について報告を行った。 

 

（２）交換留学等を前提とした場合の学生の生活環境と安全などについての検討 

①生活環境（住環境、食事、通学、安全、保障制度、費用等） 

・フィリピン視察概要説明  

・マカティー市立大学（University of Makati）とホテル視察 

・ラサール大学（ベニール・カレッジ）とホテル視察     

 
 
・何のために単位互換をするのかを明確にしなければならない。語学研修？専門的

な学びのため？（パソナ 須藤氏） 

 

・中核的ホテルマンの育成、グローバルに対応できる人材育成には、専門知識・接 

遇も大切だが、語学も必須。また日本では学べないマネージメント、ホスピタリテ

ィについても学べる。ラサール大学の学生が運営しているホテルで働く学生のキラ

キラした眼、利益のことを考えながらホテル経営を進めている姿が印象的だった。

（GBS 遠藤 様） 

 

・単位互換にむけて、カリキュラム／インターンシップ／外国語教材（試験）の開

発を海外の大学と共同開発していく。すべての分科会を切り離して考えるのではな

く、一本化して考えていく予定。また、単位互換は本校のみで実証するのではなく、

職域事業に参加されている専門学校の学生も一緒に実施していく（浦山理事長） 
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平成 26 年度 成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進事業 

事業名称「富山県における中核的ホテルマン育成と単位互換制度の構築」 

 

第 3回 教育カリキュラム分科会 

単位互換・外国語コミュニケーション分科会 合同委員会 委員名簿 

 
（順不同／敬称略） 

 役割（委員）等 氏  名 構成機関・所属機関 所属・職名 

１ 代表 浦山 哲郎 学校法人浦山学園 理事長 

２ 実施・旅行分科会 栗林 直子 国際外語・観光・エアライン専門学校 副校長 

３ 実施・旅行分科会 成底  敏 
学校法人 KBC 学園インターナショナルリゾート

カレッジ 
部長 

４ 旅行分科会 高岡 信吾 学校法人三友学園専門学校岡山情報ビジネス学院 統括部長 

５ 運営 永井 真介 富山情報ビジネス専門学校 校長 

６ 運営 鈴木 克明 日本政府観光局 海外マーケティング部次長 

７ 実施・運営 三浦 亜希 富山情報ビジネス専門学校 教員 

８ 運営 髙野 直人 富山情報ビジネス専門学校 教員 

９ 宿泊分科会 丹治 宏剛 
株式会社 FEC マネージメント/学校法人経専学園 

経専北海道観光専門学校 
代表取締役/非常勤 

10 実施・宿泊分科会 丹治 朋子 川村学園女子大学 生活創造学部観光文化学科 准教授 

11 実施 益田 誠也 玉川大学 観光学部観光学科 教授 

12 実施 井村 日登美 ホスピタリティ研究所Ｈ－１   

13 実施・宿泊分科会 遠藤 乙彦 株式会社グローバルビジネス戦略総合研究所 代表取締役社長兼所長 

14 実施・宿泊分科会 
野上マルドナド 

知代子 
株式会社グローバルビジネス戦略総合研究所 研究開発部長兼主任研究員 

15 実施・運営 矢野 安剛 早稲田大学 
名誉教授・言語文化教育学

会会長・言語学博士 

16 宿泊分科会 須藤 元 株式会社パソナ 顧問 

17 実施・運営委員会 吉村 善和 株式会社吉善 代表取締役社長 

18 実施・運営・旅行 大類 晶嗣 特定非営利活動法人関西アジア太平洋共生機構   

19 実施・運営・宿泊 松浦 宏行 フォーエバー株式会社   

20 事務局 財津 達朗 株式会社ホテルニューオータニ高岡 総支配人 
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18 実施・運営・旅行 大類 晶嗣 特定非営利活動法人関西アジア太平洋共生機構   

19 実施・運営・宿泊 松浦 宏行 フォーエバー株式会社   

20 事務局 財津 達朗 株式会社ホテルニューオータニ高岡 総支配人 
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会議議事録 

（職域） 

事業名 「富山県における中核的ホテルマン育成と単位互換制度の構築」 

代表校 富山情報ビジネス専門学校 

 

会議名 第４回 教育カリキュラム分科会 

単位互換・外国語コミュニケーション分科会 合同委員会  

開催日時 平成 26 年 12月 24日（水） 16:30-18:30（2h） 

場所 グランドヒル市ヶ谷 新館 2F「芙蓉」 

出席者 参加委員：委員 34 名 内参加者 19 名（参加者名簿は別紙にて） 

議題等 １．教育カリキュラム分科会概要説明 

・カリキュラム構築事業報告     

今後の富山県における観光業発展の方向性 

   この方向性を実現するための人材像やニーズ 

   富山県で現状行われている教育や人材育成に関する取組とﾍﾞﾝﾁﾏｰｸ 

  前々年度、前年度、本事業で行ってきた中での教育課題の設置 

  上記４つの内容をとりまとめて、人材育成指針を作成 

  ・インターンシップモデル事業報告 

 

企業と学校、学生に利益のあるＷＩＮ ＷＩＮの関係にしなければならない。 

学校から企業に対してのアプローチが大切である。（常田氏） 

 

インターンシップは企業にとっても業界の底上げになる為に必要。そうあるべ

きである。（丹治氏） 

 

学生時代にホテルの勉強をしてギャップを味わうべきである。（財津氏） 

 

ある学校からインターンシップを頼まれたが、「学生を感動させて欲しい」と

言われたので、お断りした経緯がある。 

裏があるから表がある。働くとはどういう事かを教える必要がある。 

インターンシップの意味を指導し成長させてもらったと思うようなものにし

なければならない。そこで自分のしたことの影響を考える。 

期間が 2週間では足りない。（高岡氏） 

 

企業のアンケートを取ると良い（岩佐氏） 

 

選抜型にし、インターンシップの中でも誰かと比べて緊張感を持たせる。 

企業は今の学生がどのような考え方をしているのかを調べる。 

ＰＲや動機等からマーケティングにつながる。（常田氏） 

 

実習前の指導が大事である（矢野氏） 

121



（様式） 

２．外国語コミュニケーション分科会概要説明 

第一部 国の政策の把握 

富山県の現状と方針、政策、課題について 

第二部 インバウンド対応できる外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力について 

海外との単位互換のための語学力養成について 

 

英語が生活の一部になる努力、環境を用意するのがよい。 

英語を習っても使わなければ忘れてしまう。 

例①学校での英語はベーシック+英語で観光を学ぶ 

   ②異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 観光客と学生がふれあう機会を作る（常田氏） 

 

ホテルの勉強+英語は現実的？（田中氏） 

 

楽しみを見つけないと自ら学ばない 2年課程では難しいのではないか 

観光オペレーションをできるようにし、それを海外に行って実践するあ（飯塚

氏） 

 

英語は毎日 8時間学習しないといけない。半年間では難しい（益田氏） 

 

学校法人ＫＢＣ学園インターナショナルリゾートカレッジではＨＲ、教室を全

て英語にしネイティブの先生が授業を行っている（成底氏） 

 

富山の観光をグローバル化する為に県を巻き込み取り組む必要がある（岩本

氏） 

 

３．単位互換分科会概要説明 

・単位互換と単位認証の調査 

・「事業概要」 フィリピンの教育機関と単位互換＆単位認証の調査 

・「事業成果物」フィリピンの単位互換制度 

・「事業の進捗状況」単位互換と認証制度の調査 
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平成 26 年度 成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進事業 

事業名称「富山県における中核的ホテルマン育成と単位互換制度の構築」 

 

第４回 教育カリキュラム分科会 

単位互換・外国語コミュニケーション分科会 合同委員会 委員名簿 

 
（順不同／敬称略） 

 役割（委員）等 氏  名 構成機関・所属機関 所属・職名 

１ 代表 浦山 哲郎 学校法人浦山学園 理事長 

２ 実施・旅行分科会 栗林 直子 国際外語・観光・エアライン専門学校 副校長 

３ 実施・旅行分科会 成底  敏 
学校法人 KBC 学園インターナショナルリゾート

カレッジ 
部長 

４ 旅行分科会 高岡 信吾 学校法人三友学園専門学校岡山情報ビジネス学院 統括部長 

５ 運営 永井 真介 富山情報ビジネス専門学校 校長 

６ 運営 鈴木 克明 日本政府観光局 海外マーケティング部次長 

７ 実施・運営 三浦 亜希 富山情報ビジネス専門学校 教員 

８ 運営 髙野 直人 富山情報ビジネス専門学校 教員 

９ 宿泊分科会 丹治 宏剛 
株式会社 FEC マネージメント/学校法人経専学園 

経専北海道観光専門学校 
代表取締役/非常勤 

10 実施・宿泊分科会 丹治 朋子 川村学園女子大学 生活創造学部観光文化学科 准教授 

11 実施 益田 誠也 玉川大学 観光学部観光学科 教授 

12 実施 井村 日登美 ホスピタリティ研究所Ｈ－１   

13 実施・宿泊分科会 遠藤 乙彦 株式会社グローバルビジネス戦略総合研究所 代表取締役社長兼所長 

14 実施・宿泊分科会 
野上マルドナド 

知代子 
株式会社グローバルビジネス戦略総合研究所 研究開発部長兼主任研究員 

15 実施・運営 矢野 安剛 早稲田大学 
名誉教授・言語文化教育学

会会長・言語学博士 

16 宿泊分科会 須藤 元 株式会社パソナ 顧問 

17 実施・運営委員会 吉村 善和 株式会社吉善 代表取締役社長 

18 実施・運営・旅行 大類 晶嗣 特定非営利活動法人関西アジア太平洋共生機構   

19 実施・運営・宿泊 松浦 宏行 フォーエバー株式会社   

20 事務局 財津 達朗 株式会社ホテルニューオータニ高岡 総支配人 
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（様式） 

会議議事録 

（職域） 

事業名 「富山県における中核的ホテルマン育成と単位互換制度の構築」 

代表校 富山情報ビジネス専門学校 

 

会議名 第５回 教育カリキュラム分科会 

単位互換・外国語コミュニケーション分科会 合同委員会  

開催日時 平成 27 年 1月 12日（月） 16:00-18:00（2h） 

場所 グランドヒル市ヶ谷 新館 2F「芙蓉」 

出席者 参加委員：委員 34 名 内参加者 19 名（参加者名簿は別紙にて） 

議題等 １．教育カリキュラム分科会概要説明 

・カリキュラム構築事業 

  ・インターンシップモデル事業報告 

 

学生の考え方が甘い。もっと踏み込まなくてはならない。 

自分がそこで何を学んでいるのか、何を対価とするのか、お客様の満足、気持

ちをもらうようにしなければならない（常田氏） 

 

お客様のありがとうを強化する（丹治氏） 

 

まず学校でケーススタディを行っていた。体で感じて頭で考えていた。 

受け入れ時は現場で接客させる+フォローする体制が必要。笑顔がなくなれば

入れかえる（常田氏） 

 

オーストラリアの制度は適性があれば上司の評価で上がる。（飯塚氏） 

 

ファーストエード。特別な資格があればキャリアアッップできる。（常田氏） 

 

 

２．外国語コミュニケーション分科会概要説明 

 

業界のモチベーション、現場のホテルマンのモチベーションは高い。 

中国人の受け入れのハードルが高い。中国人のコンシェルジュは 1年しか続か

ない。（松坂氏） 

 

企業と学生のマッチング、企業に対しての研修、受け入れの体制を整えなけれ

ばならない。（丹治氏） 

現場ではできないから単純作業でもホテル現場とはこうだ！と教える必要が

ある。グアムだと任せられる。 

責任感を持つと学生が「うちのホテル」と言うようになる。 
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送り出す前の訓練とケーススタディが必要である（矢野氏） 

 

３．単位互換分科会概要説明 

第1章 フィリピンの職業教育制度 
第2章 産学連携の状況 
第3章 単位互換の事例 
第4章 単位互換と単位認証の条件 
第5章 単位互換の事例 
第6章 まとめ 

 
地方観光で集めるのが大変である。 
ホテルが好きでないと続かない。 
貧困から脱出させるような国に学生が行きたいのか疑問である（益田氏） 
 
昨年 22 名中 3 名がフィリピンに行っている。費用は 3 分の１ 
いかに学生が行きたいか+保護者の考え 
 
第 6 章についてどのようにお考えか聞きたい。 
日本の組織的なグローバル作戦 
積極的なフィリピンとの連携を図る。 
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（様式） 

平成 26 年度 成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進事業 

事業名称「富山県における中核的ホテルマン育成と単位互換制度の構築」 

 

第５回 教育カリキュラム分科会 

単位互換・外国語コミュニケーション分科会 合同委員会 委員名簿 

 
（順不同／敬称略） 

 役割（委員）等 氏  名 構成機関・所属機関 所属・職名 

１ 代表 浦山 哲郎 学校法人浦山学園 理事長 

２ 実施・旅行分科会 栗林 直子 国際外語・観光・エアライン専門学校 副校長 

３ 実施・旅行分科会 成底  敏 
学校法人 KBC 学園インターナショナルリゾート

カレッジ 
部長 

４ 旅行分科会 高岡 信吾 学校法人三友学園専門学校岡山情報ビジネス学院 統括部長 

５ 運営 永井 真介 富山情報ビジネス専門学校 校長 

６ 運営 鈴木 克明 日本政府観光局 海外マーケティング部次長 

７ 実施・運営 三浦 亜希 富山情報ビジネス専門学校 教員 

８ 運営 髙野 直人 富山情報ビジネス専門学校 教員 

９ 宿泊分科会 丹治 宏剛 
株式会社 FEC マネージメント/学校法人経専学園 

経専北海道観光専門学校 
代表取締役/非常勤 

10 実施・宿泊分科会 丹治 朋子 川村学園女子大学 生活創造学部観光文化学科 准教授 

11 実施 益田 誠也 玉川大学 観光学部観光学科 教授 

12 実施 井村 日登美 ホスピタリティ研究所Ｈ－１   

13 実施・宿泊分科会 遠藤 乙彦 株式会社グローバルビジネス戦略総合研究所 代表取締役社長兼所長 

14 実施・宿泊分科会 
野上マルドナド 

知代子 
株式会社グローバルビジネス戦略総合研究所 研究開発部長兼主任研究員 

15 実施・運営 矢野 安剛 早稲田大学 
名誉教授・言語文化教育学

会会長・言語学博士 

16 宿泊分科会 須藤 元 株式会社パソナ 顧問 

17 実施・運営委員会 吉村 善和 株式会社吉善 代表取締役社長 

18 実施・運営・旅行 大類 晶嗣 特定非営利活動法人関西アジア太平洋共生機構   

19 実施・運営・宿泊 松浦 宏行 フォーエバー株式会社   

20 事務局 財津 達朗 株式会社ホテルニューオータニ高岡 総支配人 
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平成 26 年度 文部科学省 

成長事業分野等における中核的専門人材養成等の戦略的推進事業 

  

富山県における中核的ホテルマン育成と単位互換制度の構築 

 

事 業 成 果 報 告 書 

  

平成 27 年 2 月 

成長事業分野等における中核的専門人材養成等の戦略的推進事業 

（代表校 学校法人浦山学園） 

  

連絡先 〒939-0341 富山県射水市三ケ 613 

学校法人浦山学園 富山情報ビジネス専門学校 

電話 0766-55-1420 

  

 
* 本書の内容を無断で転記、記載することは禁じます。 
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